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今回報告する調査は、平成6年度に方保田東原遺跡整備の基礎資料を

得るために実施したものです。調査は遺構の確認と露出展示の可能性を

求めて実施いたしましたので、士器溜めの遺物はそのまま埋め戻しを行

なっております。しかし、貴重な資料として赤色顔料精製用石杵の出土

など遺跡の価値を高める成果を得ることができました。

本報告吉をご活用いただき、方保田東原遺跡の理解を深め、文化財保

護の一助となることを願う次第であります。

平成22年3月31日

山 鹿 市 教 育 長 杉 本 作 徳

序 文
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l 本書は|_LI鹿市教育委員会が、史跡整怖に際し平成6年度に
実施した発掘調査報告書である。

2 本 調 査 は 山 鹿 市 立 博 物 館 で 実 施 し た ‘

3整理作業は山鹿市出土文化財管理センターにおいて行った。

例

L 遺物および図面、写真などは全てI｣|鹿市出土文化財管理セ
ンターに保管している。

三
口

5 本書に掲載した写真は全て中村幸史郎が撮影した。なお、
遺物写真左上の数字は遺物実測図番号である。

6本書に掲載した遺物実測図は大森よう子、小原朱実、城葉
子、野満彩子、石橋洋子が作成した。一部装飾古墳館池田川
生学芸員の手を煩わせた。

7 本書の執筆および編集は中村が行ったが、一部宮lll奇歩、池
田朋生の両氏の手を煩わせた。
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I 調 査 の 経 過

1 調査に至る経過

方保田東原遺跡は、昭和60年2月191-l付で、約
2. 7haを国の史跡として指定を行った。
平成3年からは史跡の整備に向けた整備策定委

員会を立ち上げ、学識経験者として熊本大学白木
原和美教授、別府大学賀川光夫教授 福岡大学小
田富士雄教授にお願いし、文化庁からは記念物課
田中哲雄主任調査官に指導を願うこととなった。
なお平成6年度には白木原教授の退官に伴い、後
任に同じく熊本大学の甲元真之教授にお願いした
平成5年3月には整備基本計画を策定し、報告

書の作成を行った。これに基づいた方保田東原遺
跡の整備計画の推進に先立ち、文化庁記念物課の
指導のもと、整備のための資料収集を目的とした
遺構確認調査を行うこととなった。

このため、平成6年度事業として、遺構展示を
行うための情報の収集を目的に遺構確認調査を実
施した。調査では、集落の中心部と遺跡周辺にお
ける環濠の状況把握を行うものとした。
集落の中心地確認地点として調査対象にしたの

は工場北側の部分(第1調査区)、環濠の状況把握
のための確認地点として台地北側端部の畑（第2
調査区）を対象とし、この2箇所において遺構確
認調査を行なうこととした。従って、調査の基本
方針として遺構面の確認に留め、極力積極的な掘
り下げは行わないこととした。

2 調 査 の 組 織

調 査 主 体 山 鹿 市 教 育 委 員 会
調 査 総 括 中 原 哲 哉 （ 山 鹿 市 教 育 長

兼市立博物館長）
調 査 事 務 永 田 哲 也 （ 文 化 課 長 ）

木村理郎（文化課文化振興係長）
次木万里子（文化課主仔聿事）
八木田由美（博物館聿仔聿事）
山 下 透 （ 博 物 館 技 師 ）

調 査 指 導 賀 川 光 夫 （ 別 府 大 学 教 授 ）
小|｣｣富士雄（福岡大学教授）
甲元真之（熊本大学教授）
「[ |中哲雄（文化庁主任調査官）

調査担当中村幸史郎（博物館目 ' 1館長
兼文化財係長）

調 査 補 助 吉 田 政 博 （ 現 荒 尾 市 政 策 企 画 課
市史編纂室）

発 掘 作 業 伊 豆 永 敏 光 、 井 上 秀 実 、 飯 田 民 子 、 飯

田ツヤ子、石橋朝子、牛崎安恵、奥村
千鶴子、奥村泰子、坂田精一、高橋信
子、高橋道昭、高本ミチ子、冨田スミ
子、平尾トシ子、福山須美子、福山千
代美、福山陽子、前川誠一、宮崎静子、
森崎一馬、森本タツ子、吉井新助、若
杉敬子、若杉教子、若杉美也子

整理作業出土文化財管理センター（生島統夫、
石橋洋子、小原朱実、大森よう子、城
葉子、野満彩子、森みつよ、111口美智
子）

調査協力文化財環境整備研究所（現九州文化財
研究所)、高木正文（熊本県文化課)、
池田Ⅲ|生（県立装飾古墳館）

3 調 査 の 経 過

平成6年(1 991)
7 月 4 R ( 月 ) l l 背 れ
国指定区域内の洲査を行うため、現状変更届の

作成を行う。
9 月 6 日 （ 火 ） 晴 れ
文化庁から県文化課を経由して現状変更（発掘

調査）の許可通知到着
9月16日（金）晴れ
発堀調査のための準備作業を行う。機材の運搬

及びテント設営。テント内に機材を入れ込む。
9月1 ! ) B (月）晴れ
調査区の設定を行う。国指定地区内における遺

跡整備のための遺構確認調査として、91-13番地
と!)1-14番地に第1洲査区を設定し、東西20m，
南北30mの範囲とした。20- 1番地と21番地に第
2調査区を設定し、東西30m南北10mの範囲とし
た。

9月20日（火）くもり
ユンボとキャリアカーを使って表土兼l1ぎ作業を

行う。吉丼さんと高橋さんに操作をお願いする。
9月21日（水）くもり
作業員を集め機械での作業の傍ら、削平面の整

地を行う。午後は文化財保護委員会出席のため中
村は現場を離れたが、その後文化財保護委員会の
現地視察で案内した。
9月22H  (木）くもり
中原哲哉教育長現地視察

9月26日（月）晴れ
第1調査区の表土剥ぎはほぼ終了、作業員によ

り整地作業に取り桂ﾄかる。第2調査区の表土剥ぎ
を開始。中村は午前中熊本市の県立美術館におい
て開催された熊本県|専物館協議会理事会に川席。
9月28日（水）くもり
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雨が降らないため遣構検出作業が困難になって
いる。第1調査区南側で古墳時代の遺物がまと
まって出土している。
9月30F I (金）晴れ
ようやく遺構検出している状況になってきた。

水分が少なく土の色が見えず、伽くて作業しにく
い。

10月4口（火）晴れ
冨田スミ子さん宅より動力ポンプとタンクを借

りて、菊池川から水を運び散水作業を行った。こ
れまで剛くて白っぽかった土が何とか色が確認で
きるまでにlE l復した。部分的に焼土も見えている。
肥後国衆一楼顕彰会議担当者会のため中村は午前
中現場を離れる。
10月5日（水)|1冑れ
熊本県市lll]村文化財担当者連絡協議会理事会出

席のため中村は午前中熊本市へ出張。午後2時過
ぎ現場に戻る。
10月61=I (木)|盾れ
中原哲哉教育長 永田哲也文化課長、北井澄夫

前教育長、現地見学のため来訪。ローリングタ
ワーを2列4段で組み立て、竹により補強する。
遺構土色の観察に最高である。
10月11日（火）くもり
台風接近中につき風は強い。しかし雨は望めな

さそうである。遺物の出土は弥生時代後期から古
墳時代前期にかけての土器が数箇所かたまって出
土している。｜ﾘ1日以降、遺構との関連性を追究し
たい。

10月13FI  (木）晴れ
萩尾測量により国土座標の杭打ち作業。

10月11n (金）晴れ
笠形土製I1i1!が出土した。

10月181=I (火）晴れ
大型の土製勾玉出土。近くから特殊な土器が出

土。器台か蓋か不明である。
10月20日（木）くもり一時雨

直径30cm程度の中に小石を敷き詰めた穴が17個
検出された。道路状遣構の可能性も残している。
肥後国衆一櫟顕彰会議担当者会参加のため午後は
3時まで現場を離れる。三加和町及び南|判|H Iより
担当者見学のため来訪。
10月28日（金）晴れ
第1調査区において住居跡が複数出ているが、

切り合い関係が不明で、それぞれのプランが決め
られない状況である。
本日午後から第2調査区の遺構確認作業を開始。

10月31日（月）晴れ
鹿本郡内小学校社会科研究会23名、現場見学の

ため来訪。

11月81=I (火)H肯れ
第2調査区は地表下6 0clllまで掘り下げた。調査

区の南側から多量の土器の破片が出土している。
11月l可日（火）くもり
大道小学校5．6年生、現場見学に訪れる。

11月211三|(月）くもりのち|§|イ
l1｣鹿市教職員新規採用者研修で発掘体験させる。

第 2 調査区から紡錘車出土
11月23日（水）晴れ
一日発掘調査隊を実施。約100名の参加がある。

11月25日（金）くもり
第2調査区より全面丹塗りの石杵が出土。柵め

て珍しい遺物である。
1 2月5日（月）晴れ
第2調査区から古銭出土。腐食がひどく貨幣の

名称や時期は不明。
12月15日（木）くもり
第 2調査区西端部より、破損した銅鰄が 1点出

土。

12月2()[1  (火）晴れ
第2調査区東端部で溝らしい遺構が見えてきた。

今日で年内の作業は終了。

平成7年 ( 1995 )
1 月 9 日（月）くもり
本日より調査再開

1月11日（水）晴れ
第 1調査区の住居跡の切り合い関係を明らかに

する。
1月17日（火）晴れ
今朝神戸市を中心に兵庫県南部に大規模な地震

発生。死者の数が多数になりそうとのこと、ラジ
オ放送を聞きながらの調査になった。
1月26 [ ’（木）くもり
第2調査区で住居跡を11 '肝確認できそうである。

2 月 3 日 （ 金 ） 晴 れ
福岡大学小田富士雄教授を招いて現場の調査指

導をお願いした。調査は実測のみで、作業員はお
休みである。
2月201二’（川）くもり
実測が終了した部分の一部遺物取り上げを行う。

そのため作業員5名集める。
2月23日（木）晴れ
方 保 田 東 原 遺 跡 整 備 検 討 委 員 会 開 催 。 委 員 の

方々現場視察。
2月28日（火）くもり一||寺|:|j
作 業員を入れての作業はほぼ終 r した。あとは

図面に集中して終わらせることである。
3 月 中 こ の 間 、 遺 構 及 び 遺 物 の 実 測 作 業 に 専 念
する。
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3 月 2 ( 旧 （ 日 ） は れ

第1調査区は終了したので押しブルを使って埋
め戻し作業を行う。将来露出展示ができるような
配盧から、土器溜めは木材で周囲を囲み、中には
山砂で保護して埋め戻した。
3月28 [ I（火）くもり
全ての作業を終了した。

（作業||誌より抜粋）

Ⅱ遺跡の環境（第1 ･ 2図）

1 地 理 的 環 境

九州のほぼ中心部に位置する熊本県には、火の
国熊本の象徴として阿蘇山が存在する。

しかし、阿蘇山そのものは無く、｜ユ大カルデラ
内に阿蘇五岳として根子岳、高岳、中岳、烏 '附子
岳、杵島岳が存在し、その総称としての阿蘇山で
ある。

活火 | ｣ |としては中岳が知られているが、近年数
箇所からガスの噴出が確認されている。

さて、およそ 9万年前の大爆発でカルデラを中
心に流れ出た火砕流（阿蘇溶結凝灰岩aso 4 )は、
熊本県はもとより大分県や宮崎県にも広がってお
り、広大な草原台地を作りl l二Iしている。さらに、
西側に流れ出た火砕流は有明海に達し、現在の遠
浅の干潟を形成させる要因となっている。

火砕流により台地が形成されているが、川の流
れと密接に |封係し、氾滞原の形成に深く関わって
おり、台地によって川の流れに阻害を発生させ、
場所によっては湖水や氾濫原となったものと考え
られる。今日ではこのような場所は肥沃な穀倉地
帯となっている。

熊本県北部を流れる菊池川は、阿蘇外輪山北側
の菊池渓谷に源を発し、周辺の大小63の流れを集
めて有明海へと注いでいる。菊鹿平野には菊池川
の支流が多く注ぎ込んでおり、山鹿市西端から和
水町菊水地区にかけては台地や I I ｣が密集している
ため、雨期には川の流れに支障をきたし、毎年氾
濫していた。このため山鹿市から菊池市にかけて
広大な氾濫原が形成され、菊鹿平野（きくろくへ
いや）と | | 平んでいて、古代から穀倉地帯として
「茂賀の浦三千町」とも'|平ばれている。現在も平

野部においては島の名が付いた地名が多いのは、
微高地に集落を形成しているため、水害の際に平
野部が湖水と化し、集落が島状になってしまうこ
とに起|天|している。
遺跡の多くは平野周辺の台地上に多く残されて

おり、方保田東原遺跡も菊池川中流域で、支流の
方保田川と菊池川に挟まれるような舌状台地状に

形成された、河岸段丘上に存在する遺跡である。
地形的には束から西に向かって延びる舌状を呈し
ており、南には菊池川、北から西には方保田川が
回り込んで合流している。この段丘の近くでは合
志川、千川川、方保田川が合流しているため、本
流である菊池川は蛇行しつつ流れており、方保田
の台地を浸食し続けている。

2 歴 史 的 環 境

弥生時代稲作が普及すると、人びとの生活も拙
文時代までの狩猟採集の経済形態から、農耕栽培
へと形態変化が見られる。集落形成も土地と水を
求めた結果、平野部周辺での集落形成が定着して
くる。併せて、稲作に関し土地と水をめぐって、
周辺集落との権力闘争の結果、防衛機能を備える
集落が作られ、環濠集落や高地性集落などが見ら
れるようになる。
熊本県下においてはもっぱら台地上においての

環濠集落が多く確認されているが、玉名市柳M I ｣遺
跡などのように氾濫原の低湿地に形成された遺跡
も存在している。立地条件の違いは、集落間にお
ける権力差に起因するものではと考える。

菊池川中流域では、台地上に形成された遺跡が
多く、方保田東原遺跡も舌状台地に形成された遺
跡で、菊池川と方保川川を外堀として集落が形成
されている拠点集落である。

山鹿市でも津袋大塚遺跡や蒲生上の原遺跡など
の他、｜T1じ台地上に多くの遺跡が存在している。

菊池市の小野崎遺跡と台（うてな）遺跡も菊池
川を挟んで南と北に分かれるように台地上に存在
する拠点集落遺跡である。

菊鹿平野を挟んで拠点集落が多く見られ、菊池
市街地に近い部分では平野内にも遺跡が残されて
いる。古墳時代になるとほとんどの古墳も台地上
に作られているが、｜｣｣鹿市では臼塚、金屋塚古墳
御霊塚古墳。菊池市では蛇塚古墳などは平野の中
に築かれている。
方保Ⅲ東原遺跡周辺では、菊池川によって遺跡

の南側を著しく浸食されている場所である。この
ため、台地の縁に築造されている端 l l l 塚 古墳 ( l l l
鹿市指定文化財）はI M1 l l半分を削り取られ、墳眼
部から川へと一直線に崖面を形成している。かつ
ては古墳の南側に畑が存在していたが、今では姿
形も見られない。

この部分には現在確認されているだけでも、束
から清水山古墳、亀塚古墳、端山塚古墳、京塚古
墳へと続いている。古墳そのものは石棺系の埋葬
主体であろう。

弥生時代後期から古墳時代前期にかけては集落

- 3 -
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第 2 図 遺 跡 地 形 図

遺跡で、古墳時代中期には墓域としての機能性を
有している。遺跡の北側の方保田川を挟んだ丘|唆
地には直径4Omを超える円墳をはじめとした馬見
塚古墳群が残っている。
方保田東原遺跡の南側には発達した氾濫原が広

がっており、古代条里制の跡もかつては残ってい
たが、昭和10～30年代の圃場整備事業で姿を消し
- - 1 ． - 4 - ÷

（ ｰ し ま つ ／ こ ･

しかし、この地が古くから穀倉地階となってい
ることには変わりなく、江戸時代には収穫された
年貢米を川平出船に積み込み、菊池川を下って高
瀬（現玉名）の蔵に運んでいた。

当| | ｷの様子をl , ' , l iいた大きな絵馬2点が、山鹿大
宮神社の楼門に掲げられており、高瀬から大坂に
向けて米を運ぶ||汎掛け舟の風景と、大坂港に到着
した様fを描いている。
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Ⅲ 調 査 の 成 果

1調査区の設定（第3図）

今回の調査区は2箇所設定した。方保田東原遺
跡における集落の中心地を確認するため、及び、
将来の擢備に備えて遺構の露川展示ができ得るか
の確認のため、工場北側の指定地内の方保 ' 11字東
原91-13番地と91-11番地を跨ぐ形で南北30m、
東西2 0mの範囲を調査対象とし、第1調査区とし
た。

洲査区内は東西2 0mを半分にE、W区とし、南
北30mを10mの範囲で南から l～3区に分けた。
さらに、遣構実測図の作成段階で、方眼紙の範囲
を 東 西 5 m で 分 け、 東 側 か ら I ～ Ⅳ 区 と し た 。 南
北は 4 mで南側から l ～ 8 区 に分けた。

また、方保田東原遣跡の中では数箇所で溝が発
見されているが、環濠集落として遺跡を取り囲む
ような溝の確認ができていなかった。このため、
環濠の状況確認を目的として方保田川を見下ろす
台地北側の方保田字東原20 - 1，21番地を跨いで
東西30m，南北10mの調査区を調査対象とし、第
2洲査区とした。
なお、トレンチ設定段階で長軸が 1 l n 東西方向

にずれていたため変形した形となった。
調査区は南北1 0mの範囲を、南側をA区、北側

をB区に分け、東西方向は西側を基点として方眼
紙の範囲で 4 mに区切り、 l ～ 8 区に分けた。

区分けについては第 1調査区、第 2調査区共に
煩雑になってしまったが、当時のまま報告するこ
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2 第1調査区の遺構と這物（第4図）

調査区内では、遺構の上面での確認に留めるこ
と と し 、 検 出 作 業 に 時 間 を 割 いて し ま う 結 果 と
なった。2箇所で撹乱された部分が検出され、中
には瓦礫が埋められていた。おそらく昭和56年か
ら58年にかけて宅地造成し、その後住宅を建設し
た際の廃材をまとめて穴の中に廃棄したものと椎

第 4 図 第 1 調 査 区 遺 構 配 置 図

0

- 7 -

察できた。
遣構としては重複して遺構が存在していたため、

i l i h郭を確認することが難しかった。そのため、明
確に確認できたのは弥生時代終末期の竪穴住居跡
3軒、土器溜め 2箇所と道路状遺構が初めて検出
できた。
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(1)1号住居跡（第5図）
調査区の中心部に近い位置にあり、東側は遺構
（住居M〃？）に切られ、西側は2号住居跡と3号

住居跡に切られていた。そのため住居跡の壁は南
北のみ3 . 6 mを測る。東西壁は5m程度の規模に
なろう。中央部からやや東に炭化物がまとまって
おり、炉跡を残していた。また、 l fi壁に沿うよう
に、上面には焼土が見られたが、埋没後のもので
住居跡に伴うものではなかった。遺物は土器が主
であるが、ガラス小玉3点が出土している。
住居跡の東側から少し遺物が出たので、まとめ

て紹介しておく。

遺物（第6図）
lは在地系甕である。口縁部と l l l 1部の接点はな

いが、タタキ目や胎土から同- || i !｢|体と考えられる。
ll l1部上位にキメボl11やかな叩き目を施し、下位は削
り落としている。煤の付着が著しい。底部は丸底
になる。

2も在地系甕でﾒL底の底部である。表面には煤、
内||rliは焦げ目が付いており、使川頻度が窺える資
料である。

3は壷の口縁部である。小さく立ち上がる二重
'二|縁で、頸部外側には刺突文をI Idしている。

4 と 5 は 脚付の鉢である。 4 はコップ状の本体
に小さな脚を付けており、胴部内面は器面剥離が
見られる。 5 は脚部のみである。 6 は赤色顔料が
付着している壷 l l l 1部の破片である。7は縄文土器
の破片で口縁部に 3条の貼付け文を施し、轟木式
土器の破片である。混入したものであろう。 8と
9は手握ね土器である。10から12はガラス製小玉
である。12は半欠けで、色は全てコバルトブルー
である。（中村）

13はｲ <定形な '幅広の剥片である。表面末端の縁
辺には調整痕らしき大振りな求' |離痕が残る。一見、
後期|| |石器の乗l1片、あるいはスクレイパーのよう
にも見えるが、安山岩に特有な風化の激しい石材
を用いて、打面を特に作出せず乗 l l離していること
から、縄文早期に見られる二次川|工求l1片と見られ
る。五木村頭地田'二I遺跡、植木' ' '1ヲスギ遺跡など、
縄文早期の中原式と呼ばれる円筒形条痕文土器や、
押型又土器の包含層からまま出土する。
機能としては、石匙的な使用で用いられると見

られ、やや後出のものは打面を残しつつつまみを
作出する。このタイプの石匙は、熊本市石の本遺
跡、｜｣l江村城・馬遺跡などで見られる。（池田）
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l1から18は住居東側から出土した遺物である。
したがって住居に伴うものではない。Ilは須恵器
坏蓋片である。15は壷の頸部片で細かい櫛l,l,li波状
文を施している。古式土師の壷である。16は縄文
土器片で、表面には貝殻条痕文を施している。1 7
は黒曜石の破片である。剥離mは見られるが石器
としての刃部はなく、剥片である。18は安 l l l岩で、
刃部らしく調整をしているが不整形の石器である。

(2)2号住居跡（第7図）
東壁は1号住居跡に切られ、南壁は3号住居跡

を切っていた。西側壁は他の遺構（住居跡？）と
重複して確認出来なかった。このため本来の規模
は不明である。なお東側壁に沿ってベッドを配し
ていた。

遺物（第8図）
19と20は在地形甕で長胴丸底になる。19表l l1|Iに

は煤の付着が著しい。21と22は壷である。21は口
縁部のみで頸部に刺突文を配している。口唇部は
山形をなし、白川流域に多く出土する壷である。
22は粗い作りの小型丸底壺である。23と2 ,1は鉢で
ある。23は小型の完形品である。24は古式土師の

脚付鉢で、脚部を欠損し、内面にはへうによる研
磨が施されている。25は底部にくぼみがあるので、
土製支脚もしくは沓型器台の破片であるが、胎土
と焼成が悪いため断定しがたい。

(3)3号住居跡（第9図）
東側は1号住居跡、北側は2号住居跡を切って

いる。東西1. 5m，南北3m程度の不整形な住居
跡である。床l l r l iは硬化しており、南西コーナーに
は埋没後に焼土が堆積していた。西壁に沿って遺
物がまとまっており、廃棄された物でなく住居に
伴うものである。

遺物（第10･11図）
26から34は外来系の甕である。26から30までは

庄内系で31から31は布留系である。26と27は底部
を欠いているが、胴部表面には叩き目調整を施し、
煤の付着が著しい。

28は口縁部を欠いているが、胴部表、には細か
な l l ﾛき目を施し、尖り気味の底内面には焦げ付き
が見られる。29は叩き目が少なくハケ目調整が主
に見られる。内imにもハケ目調整を行っている。
3()も粗いハケ目で肩部のⅡ|]き目を掻き消している。
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底部を欠いているが、二次穿孔のような状態で、
甑としての使用が行なわれていたかのようである。
31は布留系の甕である。半裁に近い状況で底部を
欠いている。32は底部が小さな平底となっている。
やや小型の甕である。33と31は小型の甕である。
33は完形品である。

35から37は壷である。35は'二|唇部に刻み目を配
している。この壷は胴部に火を受け、’二l縁部から
底部にいたるまで煤の付着が見られ、壺として通
常の使われ方ではなく、甕の代用品としての使用
である。36は口縁部を欠いている。これも底部近
くに煤の付着が見られる。37は口縁部を欠いてい
るが、薄手のつくりで端整な胴部の壷である。38
から15は鉢である。38と39は'二|縁部が開く鉢であ
る。10は口縁部を欠いている。底部は小さくくぼ
んでいる。表面には火を受けて煤の付着も見られ
る。;11は完形品の小型の鉢である。内ln iにはへう
による研磨を施している。《'2も完形品である。43
と’11も鉢である。’15は脚付鉢である。46から50は
高坏である。416は脚部を欠いている。《17と48は坏
部片である。‘ l 9は口縁部と脚裾部を欠いている。

脚には4個の透かし穴を配している。5()は脚部の
みである。3個の透かし穴を配している。51は手
裡ね土器で不終形な鉢である。52と53はミニチュ
ア土器である。5Llは土製勾玉である。

(4)土器溜め1（第12図）
調査区北西隅のⅣ-8区で確認された土器溜め

である。この段階では明確な範囲を示すラインは
確認できなかったが、大型の二重口縁壺を中心と
して3. 3m×2. 5mの長方形の範囲で広がっていた。
遺物は出土状況の図化と写真撮影を行い、将来の
露出展示に備えて取り上げず、周囲を木材で囲ん
で山砂を充填するように埋め戻している。遺物の
ll＄期は庄内期の様相であった。

(5)土器溜め2（第13図）
調 査 区 中 央 部 西 側 の W - 2 区 の 中 で Ⅳ - 4 区 で

確認された土器溜めである。西側は調査区外に伸
びているため本来の規模は不明だが、現状では、
4 r n × 2 . 5 1 n程度の広がりを持っている。こちら
も 調 査 段 階 で は 範 囲 を 示 す ラ イ ン は 確 認 で き な

第1 2回 十 :器溜め1実測図
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かつた。こちらも遺物は出土状況の図化と写真撮
影を行い、将来の露出展示に備えて取り上げず、
周囲を木材で囲んで山砂を充填するように埋め戻
している。遺物の時期は弥生終末期の在地系甕の
様相であった。

患，

(6)道路状遺構1
調 査 区 E - l調 査 区 E - l 区 か ら E - 2 区 に か け て 、 南 南 西

から北北東に向かって伸びる道路状遺構である。
12mの長さで、小判型に小石を敷き詰めた飛び石
状集石が14個確認された。飛び石状集石の大きさ
は3 ( ) c l l lから1 l n以上とまちまちであるが、おおむ
ね人の歩1幅に合うように60cm前後の間隔で配され

(第l4～17図）
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て い た ･

集石には人の指先程度の小石から拳大の石とと
もに小さく粉砕した土器片が混入し、硬く締まっ
た状態であった。土器には須恵器は見られず、須
恵器||}現の5世紀以前の時期を求めることができ
る。

(7)道路状遺構2（第18図）
調査区E-3区において確認された道路状遺構

である。道路状遺構 l の 北側に伸びるような形で
2本の硬化面が確認され、直線とはならず少しず
れた状況であった。

1本は長さ '1 . 6m，幅60cm。もう1本はL字状
に曲がりながら長さ4. 5m、IWB 70c'''の規模である。

(8)遺構に伴わない遣物（第19～34図）
①I区出土の遺物（第19～20図）

弱から62は1 - 2区出土の遺物である。
55は土師器の小形丸底壷で、外側のく（55は土師器の小形丸底壷で、外側のくびれが不

明瞭である。56も土|11 1i器の壷である。外ll'li lll｢1部に
細かな刷毛目を僅かに残している。57も土師器で、
釣鐘状の土器である。特殊な形状で上部には乳頭
状の貼り付け文を|肥し、頂上部には蓋をするよう
に天上部を作り、その上に突起を貼り付けていた
が、剥離している。このことから、釣鐘状の土器
であると判断した。58は注口土器の注口部分の破
片である。スプーンの柄のようにしているが中空
になっているところから注口土器とした。59と60
は土師器の甕である。61と62は土師器の碗である。
63から67は1-3区出土の遺物である。
63は土製品である。底部にくぼみがあるところ

から沓型器台の可能性もあるが、作りが雑であり、
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手裡ねの土製品とした。64も手裡ねの甕で脚台部
分のみである。65と66は土師器の碗である。65は
半分に煤の付着が著しい。66は'二I縁部の立ち上が
りが高く反っている。67は瓦で軒平瓦である。忍
冬唐草文を施している。

68から71は1-4区出土の遺物である。
68は小形の在地系甕の底部である。69は手裡ね

土器の破片である。70は縄文土器である。円盤状
士製品のようだが、一面は器壁が延びているので
底部とした。浅鉢であろう。71は土師器の甕であ
る。

72と73は1-5区出土の遺物である。
72は外来系で布留期の甕である。外凹には煤の

付着、内面には焦げ付きが著しい。73は二重口縁
の血で、比較的大型である。 ’二 |縁部内面には黒色
に顔料が塗られている。このような例は大型の二
重 '二 I縁壺に見られ、特殊な使川方法によるもので
あろう。今後の課題である。
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79

亘

1 - 7

7 ‘ 1から76は1-6区出土の遺物である。
71は碗である。口唇部は丹精に仕上げている。

73は脚台を欠損した鉢である。76は鉢を転川して
甑としている。

77から82は1-7区出土の遺物である。
82のみ鉢で残りは全て壷である。
77は胴部のみの破片である。破抽後火を受けて

おり部分的に断面まで煤が付着している。78は口
縁部から肩部までの壷で、煤の付着が見られる。
79は底部の一部を欠いている。80は小形丸底血の
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破片である。81は壷の底部を半載し、鉢として再
利用したものである。裁断面の摩滅から再利用し
たと判断した。82は小形の鉢である。

83から88は1-8区出土の遣物である。
83は手裡ね鉢の破片である。81は脚台である。

85は小形の高坏で脚台裾部を欠いた破片である。
86は小形の脚台片である。87は高坏である。88は
土師器の甑片である。底部はなく、牛角把手をつ
けている。
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②Ⅱ区出土の遺物（第21～22図）
89と90はⅡ-1区出土の遺物である。
89はジョッキ形土器の破片である。90は土製ス

プーンの柄である。
9 1と9 2はⅡ- 3区出土の遺物である。小型の鉢

の破片である。92は滑石製鍋の破片を再利用した
石製品である。残念ながらほぼ半分程度を欠損し
ている。本来は小判型に整形され、頂上部に直径
15Ⅲmの円孔を穿って、携帯用の紐を通せるように
加工している。用途としては携帯用カイロとして
利用したのであろう。

93から97はⅡ-4区出土の遺物である。
93は在地系甕口縁片である。94は壷'二|縁部で、

頸部に櫛描き文を配している。95は脚部を欠いた
高坏である。96は土師器の甕の破片である。97は
須恵器の坏蓋である。硯としての使用が認められ
る。

98と99はⅡ-5区出土の遺物である。
98は大型のジョッキ形土器の破片である。把手

は見えないが、平底の状況からジョッキ形土器と
判断した。99は須恵器の坏である。底部に小さな
高台を作っている。

l ( )0と1O1はⅡ-6区出土の遺物である。
1 0()は手握ねの鉢の完形品で、整形|1寺の指の痕

が残っている。1 0 1は大型の鉢の破片である。器
壁は薄く仕上げている。

102から116はⅡ-7区出土の遺物である。
102は外来系（布留）甕である。外面には煤、内

面には焦げ付きが見られ、使用頻度の高さを示し
ている。器面は刷毛目調整であるが、頸部に猫の
爪で引っ掻いたような傷を数本見ることができる。
1 0 3は壷の胴部である。外面には煤、内面には焦
げ付きが見られる。104は壷で、外面はへう研磨
仕上げで、篭日痕を残している。移動の際に籠で
包んでいたことが判る資料である。 I ( ) 5も壺であ
る。半裁されたような状態で、外面には煤が付着
している。内面は粗い削りが見られる。106は壷
の破片である。器面は丁寧にへう研磨仕上げを施
している。107は小型丸底壷の破片である。108は
小型の鉢の破片である。109は小型の甑である。
110は小型器台である。外来系で丁寧なへラ研磨
仕 上 げ で 表 面 に 一 部 煤 の 付 着 が 見 ら れ る 。 l l l は
大型壷の破片で底部のみである。112から117は土
師器の甕である。112は完形品である。113は火を
受けて器面剥離が見られる。111は大型で器面剥
離が見られる。115は口縁部のみの破片である。
11 6は底部のみで、これらは接点が見られないが
胎土や色調から'11-個体の可能性が高い甕である。

117から123まではⅡ-8区出土の遺物である。
117は小型の甕である。118と119は壷である。

118は小型で、11()は口縁部のみである。1 2()から
122は手握ね土器で、120と121は鉢である。122は
底部のみである。123は土製品で支脚の破片であ
る。

③Ⅲ区出土の遺物（第23～24図）
1 2 1はⅢ - 1区出土の遺物である。土師器の甕

の破片である。
125と126はⅢ-2区出土の遺物である。125は

土師器の甕の破片で口縁部周辺のみである。1 2 6
は壷の破片で、口縁部から肩部にかけての破片で
ある。

127から129はⅢ-3区出土の遺物である。
127と128は土師器の甕で、口縁部と底部の破片

である。共に煤の付着が見られ、使用頻度の高さ
を示している。1 2 9は須恵器の鉢である。底部に
は高台を配している。

130と131はⅢ-5区出土の遺物で、共に高坏の
脚部である。1 3 1は坏部を欠いているが、脚部に
は3個の透かし穴を配し、完全な姿を留めている。

132から140はⅢ-6区出土の遺物である。
132と133は小型丸底壺である。134は脚付鉢で

脚裾部を欠いている。135から137は鉢である。
135は歪んでいるが、完形品である。137はへう研
磨で仕上げている。138は手掴ね土器である。139
はジョッキ形土器の破片である。140は青白磁碗
の破片である。表imには弓形縦線を周回している。

141から145はⅢ-7区出土の遺物である。141
と l 1 2は小型丸底壷である。1 l 3は手握ね土器であ
る。脚付甕の破片で、脚裾部には粘土の接合面が
難のように残っている。ルl1とl&15は脚付鉢である。
114は内面にへう描きの痕が見られる。ll5は脚部
に3個の透かし穴を配している。

116から150はⅢ-8区出土の遺物である。
146と147は外来系の甕で庄内系の甕である。

146は頸部には竹の端部を利用した刻み目状の線
書きを36個配している。147は煤の付着が著しく、
胴部には直径l llllllの小さな穴が開いている。外側
から針状のもので穿孔している。148と119は鉢で
ある。1 5 ( )はミニチュアの土製勾玉である。先端
を僅かに欠いている。
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④Ⅳ区出土の遺物（第21図）
151はⅣ-1区出土の遺物である。特殊な遺物

で、 l ｣ 縁部などに刻み目又や刺突文を配している
形状から器台と思われるが、くびれ部に凸帯を巡
らし、類似資料を知らない。

15 2はⅣ-2．3区出土の遺物で、二重口縁部の
壷の破片である。

153から156はⅣ-4区出土の遺物である。153
は外来系で庄内系の甕である。外面には叩き目他
に猫の爪で引掻いたような3本の傷が数箇所見ら
れる。154は壷の胴部の破片である。l11 i l部は算盤
玉状に| |彰らみ、6条の沈線を巡らしている。155
はミニチュアの鉢の破片である。1 5 6は土製品で
完形品の紡錘車である。

157から162はⅣ-6区出土の遺物である。157
は外来系の甕である。庄内系で口縁部から肩部の
みである。1 5 8は鉢であるが小型丸底壷に近い形
である。1 3 9はミニチュアの壷である。口縁部端
部を欠いている。1 6 0は横に付く把手である。端
部を摘まんで器面に押しあてた痕跡が見られる。
161と162は土師器の坏である。

163から166はⅣ-8区出土の遺物である。163
は在地系の甕で、｜_ |縁部を欠いている。161は外
来系の甕で庄内系である。外側には煤が全面に付
着している。内面には焦げ付きが見られる。1 6 5
ミニチュア土器で、脚が付きそうである。1 6 6は
土製I I I I I Iである。勾玉にしては面線である。

⑤E区出土の遺物（第25図）
16 7と1 6 8はE - l 区出土の遺物である。16 7は

鉢の破片である。168は手裡ね上器で、l l l i l l台の破
片である。

1 6 9 は E - 2 区出土の遺物で、二重口縁血の口
縁部の破片である。

1 7 ( )と171はE-3区出土の遺物である。170は
ミニチュア土器で、口縁部先端と脚裾部を欠いて
いる。1 7 1は内面に赤色顔料が付着した土器片で
ある。くすんだ色からベンガラである。

⑥W区地区の遺物（第23図）
172と173はW- l区出土の遺物である。
1 7 2は須恵器坏蓋の破片である。摘みを欠いて

いる。173は耳環である。表I IY l iは金張りが残って
いる。

171と175はW-2区出土の遺物である。共にミ
ニチュア土器で171は壺、173は鉢の破片である。

176から203はW-3区出土の遺物である。
176は二重口縁壺の'二I縁部片である。内面には

黒漆が塗られている。177は筒型を呈する土器で、
器台にしては上部が開き過ぎになっている。178
は内面に赤色顔料が付着している壷の破片である。

179は手裡ね土器で、鉢の破片である。180は土
|'lili器で、ネlli修川の円孔3個を有している。移動式
竈ではなかろうか。

1 8 1は底部としているが、高台状の貼付け文の
幅が均等ではなく先細りになっているところから
鉤状の貼付け文の可能性も残している。

18 2は外来系甕である。小型の甕で布留系であ
る。183は壷の頸部の破片である。頸部には凸帯
を巡らし、下段に粗い櫛描き文を配していた。
1 8 1は脚付鉢の破片である。ジョッキ形土器に似
た作りである。類似資料として平成 2年度に実施
した、サンチェリーエ業増築工事に伴って調査し
た | 際 に 3 点 出 土 して お り 湖 、 玉 名 市 南 大 門 遺 跡
でも|司様の資料が出土している｡註2

185は土師器の鉢の破片である。186は土製品で
ある。笠形を呈した土製品で、きのこのようでも
ある。かつて類似資料として中空になった笠形土
製!liihが出土している｡註3

187から197はミニチュア土器である。187は小
型丸底壷の破片である。188と189は鉢である。共
に口縁部を欠いている。底部は平底と丸底である。
190と191は高坏の破片である。191には2個の透
かし穴が3箇所に穿ってある。192は土製スプー
ンの把手である。193も高坏である。191と195は
尖り底の鉢である。191は極めて小さな鉢である。
1 ! )6は土師器の甕である。l l l '1部には把手が付いて
いる。197は甑の破片である。198と199は須恵器
の坏の破片である。198には小さな高台があり、
199は平底である。
2()()から2()3は玉類である。200は管玉である。

茶色を呈し、研 l 革で光沢がある。孔は片側から
穿っており、僅かに直径が異なっている。2 0 1か
ら203はガラス小玉である。201と202は濃紺色で、
203は薄い緑色である。

⑦装飾品（第26図）
201から209は装飾品として一括して紹介する。

2 0 1 は W - l 区 出土であるが、撹乱層内からの出
土である。大型の土製勾玉で端部を欠いている。
2 ( ) 5も土製勾玉である。頭部を欠いており、穿孔
部分から割れている。2 ( ) 6も土製勾玉である。小

2}j溝と4 )-j･ i,{fから3点出土している。「方保|||"爪遺跡1l｣  lll1肥'|r文化財洲汽報1'雷第8jf 20()!)
i ,''fからI川眠部を|1i ltiした資料が,!ll l菖している。「| ,#iﾉ〈|Ⅱl遺跡」1《f','1]文化財洲汽洲Ir番第8集平成12ｲ|具3月
|IHF1156年に第3次凋沓の際川-kしている。考察の!|!でも取り」:げており、笠形fi,il製!'if!との類似',!､(や、’三山神遺跡からジョ

ャ形土器の把手が存在していることも記戦している。「方保田束服辿跡」山鹿市立博物館調査報告,l$鋪2*  1982
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第23図遺構に伴わない遺物実測図⑤（Ⅲ区出土の遺物）

慧

#’

塞 全

洲''''1
．蛮一う

し

1 7

11

134

能 I m - 7 区
2

38

1 J

1

1 ̅ 一 ' 一 L ̅ | i i I

143

139

10cm

140

144

Ⅲ - 6 区

2 7 -

145

９
『
ノ
ー

、

〃

Ｌ
１

-
１
い
ゞ
、
 
う

一
、
連

１
 
｜

０
-・
Ｉ

Ｆ
’



m - 8 区

Ⅳ - 4 区

Ⅳ - 6 区

戯 一｜

dl□、
159

156

｡
／

罰 150

0
0 5
1 I
I I I l I I

-、（ ’ 5

区

区

160

｜ ｜
I I l J l I d

第24図這構に伴わない遺物実測図⑥（Ⅲ。Ⅳ灰出士の遺物）

l l
I I F I i I

に 。 一○6‘
O

i ll I I

l
I

5cm

I V - 8 区

148

153

I

154

157

Ⅳ - 1

Ⅳ - 2

161 162

28

155

…

〃’

1

158

a

’ ’1 - 一 . - - r - -d l l I I I

一 弐 - 二 一 一 盛 一 一 エ ー

＝
職，

： ． ． ､ L ノ

･・1．． . ̅ . ､ 1

-，．《／ろ

マーン

９

Ｏ ｍＣ１
１
-｜

■
Ｉ
ｌｌｌｌＮ

ｌ
ｎ
Ｕ
ｌ
１
ｌ

２

３

、
〃
-
２
／
一
／
／
４
Ｗ
″肱
″

一
一
／
一
》
“／
’一

一
差
鐵
愛
＆
伽
叫
抑



E - 1 区

{-ﾄガ

W - 2 区

W - 3 区

E - 3 区

画0 -
173

［到○--
1 1 9 2

､IT̅γ

’
一 ｜

｜ 、｜｜
以̅』19ヨ

、

- ． - - ． -
｜ ｜

諺 2 0 1 ” 2 0 3

2cm1 11
1 1 1

1
1

171

W - 1 区

躍り
178

RM'
、̅_脇8，

8

6

〃 ／
J

糸〃

1 1 ｜
’ ' ' ' ' 1

第25図這構に伴わない遺物実測図⑦(E･W区出土の遺物）

旗IW
l J

196

1割7

7

168

174

1

170

’

/ '

／／／

L 竺 一

い、

180

184

190

《〃
194

172

I

、

1

匹
183 、 区

、

｜、l

j
L

Ⅲ
ゞ; "

、
､

、 』

185

99

’

1

- 2 9

｜ ′〃

E - 2 区

〆〆辰〃"川川ⅡMn'一=＝=̅、毒、1691

ノ

I

、 ＝

＝ -

4 零

。

ｍ〔

し

Ｆ

ｎ

Ｊ

ｌ

Ｉ

，

１
１
｜

■
Ｉ
｜

ｎ
Ｕ
ｌ
ｊ
Ｉ

１
１
｜

■
Ｉ
｜

″
７７

砿
鯵 １

ｊ
Ｊ
ノ
″
-
｜

」
⑭
一
③
＠
Ｆ

２０２

，
躯００２

，
川
山
Ｉ
。

１
｜

鋤

、
ｌ
ノ
ク

ヘ
ｒ
：
↓

-
１
メ
升
・
吋
１
一

一
 
了
ノ
ｆ
匙

ｍ《
し

一
ｈ
〕
１
１

ｎ
Ｕ
ｌ
Ｉ

三
一
へ

一
一
 
一

三
一

画
↑

５

ｍＣ
（

Ｕ１０
-１
．



錘

イ

’

204

0
I    j

l
○206

遺構に伴わない遺物実測図⑧第26図

(面〕 207

205

'1

’

｜(装飾品・軽石製品）
’

｜

-2，， … 2 1 2O
O

U J

A A 織綴
l I U

- 214二二、2131

208

&
/11

219

’

-W

’

209

l - T - 『 - , - 「 i ll - T - 『 - , - 「 i l

り 1 R
E、1  J

廷圭三＝二言
第27図遺構に伴わない遺物実測図⑨

5cm

欝鶴

に二コ-I
’

二 二 2 1 7

’

’ 2 2 0

’

｜

＝

(鉄器）

218

〔 ご 戸
｜ ’

’

＃
’216
忽

□ - $
’

｜ ｜Ⅱ
’ 1 1 ̅ - 1    1    1 '

- 3 ( ) -

’

221

222

八
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
州
川
刎
眺
ツ
ー
Ｏ

Ｏ１２

ｍＣ
-

Ｄ

０
１
．
１
｝

一
Ｉ



̅

執
…

ー

一 I

竺
篝 茎

’

～

〆

. 、 ．
ー

〆

--二二z一一一唾

§

堂 ＞ イ

｝ 癖

ノ

角 華
’

〃

225

ゾ 、 ＝
I

別
I J

|’

fk

224

1

1

1

226

I

第28図遺構に伴わない遺物実測図⑩（石器）
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第 3 0図遺構に伴わない遺物実測図⑫（石器）

さくて先端部分のみなので他の土製尚IL !の可能性も
残している。

1

⑧軽石製品（第26図）
207から209は軽石製の"Ⅱ工品である。207と209

は三角形の本体に 1個の穿孔があり、紐を通して
使用するようになっている。かつて菊鹿H1 ]竜| _ I横
穴から軽石製勾玉と三角形の飾り玉が出土してお
り‘ i k !、同様の首飾りとして考えた。208は面取り

248

- 。

註 4 1 号 横 穴 か ら 幡 石 製 の 人 物 頭 部 と 共 に 勾 玉 2 点 と 三 角 形
の飾り玉 1点が l l l 士 している。
「 菊 鹿 町 史 資 料 編 」 菊 鹿 町 平 成 8 年 3 月

’

〆

47

をしている軽石で、円柱状を呈している。用途は
不明である。

⑨鉄器（第27図）
210から222は鉄器である。210と211は鉄鰄で、

ほぼ完全な姿をしている。212と213は鉋である。
212はほぼ完全な姿である。2ルlは鉄素材としての
三角鉄片である。215は刀子の切先である。216も
刀子である。217は鎌である。先端を欠いており、
基部も折り返しの一部を残す程度である。218は
手鎌である。折り返しを残している。2 1 9は不明
鉄器である。断面が四角で鎌の茎かとも考えられ
る。220は当初鎌と思われたが、刃部が見られず、

249
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第 3 1図遺構に伴わない遺物実測図⑬（石器）

厚みと重さから、鉄素材としての性格が強いよう
で鉄挺であろう。2 2 1は刃部を形成しており、身
幅が均一であるところから手鎌である。2 2 2は厚
みと刃部が見られないところから鉄素材としての
鉄挺の一部であろう。

⑩石器（第28～33図）
223から229は石包」̅である。223は完成古IIIであ

るが、変成岩でやわらかいため使用に際して折れ
ている。2 2 4は粘板岩製未完成品である。粗打ち
して形を整えている段 | 塒で、刃部の形成まで行
なっており、穿孔や研磨は見られない。2 2 5も粘
板岩製の未完成品である。全体の形を整え、研磨
を行なっているが穿孔は行なわれていない。砥石
の痕が I I ( 々しい。22 6も粘板岩製で、穿孔部分か
ら折れている。表間には研磨痕を残し、仕上げま
では至っていない状況であり、未完成品といえる
227は変成岩製の未製品片である。1M打ちし形を
整えている段階で折れたものである。刃部は作ら

れているが研磨には至っていない。2 2 8は粘板岩
製で穿孔部分から折れている。刃部の磨耗状況か
ら使用段陪での破仙と考えられる。22 9は変成岩
製の破片で、端部のみである。研磨も仕上げも完
成している。230と231は挟り入り柱状片刃石斧で
ある。2 3 0は砂岩製で快り部分から折れて基部を
欠いている。刃部は残りがよく研磨の状況が残っ
ているが、 I ! l l 面や中央部では凪化の痕が顕著であ
る。 2 3 1 は研磨面を 2面残しているが 4面は切断
面である。

232から231は砥石である。
232は砂岩製で4 1 i l iに研磨mを残している。先

端は折れており、一部は小さなものでl11 ]いた痕跡
が均等に一列をなして並んでいる。荒低から中砥
である。

233は端部に穿孔がある移動式の砥石である。
使用面は 2面残し多くを欠いている。滑らかな肌
をした石材で、仕上げ砥である。
2 3 1 は上下と側面の 3面を残し、他の 3面は欠

251
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第32図遣構に伴わない遺物実測図⑭（石器）
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いている砥石である。仕上げ砥に近い。
235は安山岩製の石匙である。先端は折れたよ

うに見えるが自然面を巧みに利用したもので完形
品である。表面は剥離で生じた稜線を残し、裏面
には主要剥離面を残している。全体は刃部の形成
で形を整えている。摘みは小さく仕上げている。
23 6も石匙である。出土したときは刺さったよう
にした状態であった。安山岩製で風化現象が著し
い。摘みは大きく、刃部は片面からの打ち出しを
行なっている。237は自然石の石錘である。i,l l端
を打ち欠き網の錘として使用したものである。
238は僅かに1面に主要乗ll離面を残し周囲に刃

部を形成した石器である。安 ' | | 岩製で風化は少な
い。刃部は交互剥離である。

239から241は黒曜石製の石鍼である。239は小
さく僅か長さl1111m幅1 0111111である。小さくともきっ
ちりと刃をつけている。

21 0は先端と基部の一部を欠いているが、作り
は丁寧で両面きっちりと加工している。

2_1 1は乗l1片を利用した厳で、主要剥離面を残し、
先端部は加工している。

2 4 2は黒曜石製の石錐である。先端部を欠いて
いる。

2 1 3は砂岩で表面が剥離しているが研磨面を有
し、裏面は主要剥離のままである。砥石としての
利用がされている。荒砥である。244も砥石で、
いわゆる天草砥石である。中砥である。2 1 3は砂
岩製の荒砥で、小判型の形状で 1面を研磨面とし
ている。2 1 6は棒状をした石杵である。先端は折
れているが残りは全面に研磨している。類似資料
として第一次調査で出土した石杵がある。；';5
石質も同じで、アルコーズ質砂岩である。

2 1 7は仕上げ砥石で、 4面が研磨面を残してい
る。裏面には線状に 1本細く刻まれている。使用
段階での傷である。

218と219は石皿である。共に安山岩製で218は
1面に、219は21削に研磨面を残している。
2 5 0は大きな円礫を利用した台石である。表裏

2面を使用しており摩滅の痕が見られる。
2 5 1は煤の付着が著しい石材である。1面だけ

に硬くなった煤が付着し、他の面にはまったく見
られない。用途不明の石で凝灰岩である。
2 5 2は石皿である。裏面は剥離しているが、表

面は研磨が進み中央が窪んでいる。安山岩製であ
る。2雨3は石杵として使用されているもので、下
面のみに研磨が見られる。251は円礫の1面に求 l1
離痕を残すもので、敲打による剥離である。2 5 5

註 5 迩 柵 に 伴 わ な い 遺 物 と して 取 り 1 1 げ て お り 、 そ の 後 赤
色顔料 .加工州の石杵であることが判 I ﾘ l した。
「ﾉﾉ保|Ⅱ東原遺跡｣l l l l雌市立博物雌, i , ' l奇報告書館2"  | ! )82

は礫の中央にくびれを入れたもので、刃部などは
見られない。石錘であろう。256も1箇所にくび
れを有する|｣1礫で石錘である。257は中世時期の
滑石製石鍋の底部片である。側面には煤が付着し
ている。

258と259は打製石斧である。258は大型で、基
部は折れているが、刃部は摩滅している。259は
ほぼ完全な姿を留めている。共に変成岩製である

⑪縄文土器（第31図）
260から273は縄文土器である。260は深鉢口縁

部の破片で、端部は山形に尖っている。2本の沈
線の間に二枚貝背面による擬似縄文の施文が見ら
れる。2 6 1も深鉢口縁部の破片で、端部は山形に
尖っている。北久根山式土器で斜めに刻み目を施
している。2 6 2は波状口縁部の破片である。沈線
に挟まれて擦り消し縄文を施している。2 6 3は深
鉢'二|縁部の破片で、直交する沈線を施している。
26 , 1も深鉢口縁部の破片で貝殻条痕文を施してい
る。265は深鉢の胴部片である。266から268は沈
線と擦り消し純文を施している破片である。2 6 9
は貝殻条痕文を施している破片である。2 7 0は波
状口縁の深鉢片である。波状部分には縦に粘土を
貼付け、沈線を施している。口縁部には擦り消し
縄文を施している。2 7 1も波状口縁の深鉢片であ
る。波状部分には縦に粘土を貼付け、沈線を施し
ている。二枚貝背面による擬似縄文も施している。
2 7 2は波状口縁の先端に作られた突起で、端部に
は沈線と擦り消し縄文を施している破片である。
高坏になると考えられるが、類例を知らないので
御教示願いたい。273は深鉢口縁部の破片である。
沈線の間に二枚貝背面による擬似縄文を施してい
る。

- 3 7 -
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第 3 6 図 1 ． 2 ． 3 号 住 居 跡 実 測 図

3第2調査区の遺構と遺物（第35図）

この調査区では、環濠の検出を目的としたため、
地形に沿って調査区を設定した。しかし、東西方
向に1mずれていたため、変形した長方形となっ
てしまった。加えて遺構l l l l iまで深く、1n l近く掘
り下げることとなった。
調査区では竪穴住居跡が重複して検出され、造

橘|主 |体を棚り下げなかったこともあり、明確に輪
郭を捉えることができなかった。従って、住居跡
の境界がH愛昧であったが1 l軒の存在が確認できた。

遺構としては確認できなかったが、遺物が集中
して出土した中で、赤色顔料がべっとりと塗られ
ている石杵が出土したことは特筆すべきことで、
方保田東原遺跡が赤色顔料精製の拠点遺跡として
の価値を高める結果となった。
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第 3 7 図 1 号住居跡出土遺物実測図

(1)1．2．3号住居跡（第36図）
調査区東側で、A-7,  8区にまたがる広い範

囲で遺構を確認できたが、床 I m まで掘り下げな
か っ た の で 輪 郭 が つ か めず、 前 後 関 係 も 不 明 で
あった。そのため、中央部を1号住居跡、東端を
2号住居跡、西端を 3号住居跡とし遺物を取り上
げた。なお北側を 4号住居跡で切られていること
が判明した。

遺物（第37．38図）
271から277は1号住居跡からl l l土した遺物であ

る。27 4は胴部に籠目痕を残す血である。内面に
は焦げ付きも見られる。2 7 5は線刻による絵画土
器である。部分的で全体像は不明である。2 7 6は
lllil l付鉢の脚部である。

277は台石で、表旧iに乗l1離面が見られるが、自
然11! [ iには赤色顔料が付着している。装飾古墳館の
協力で、デジタル顕微鏡により赤色顔料を確認す
ることができた。おそらく精製用に使用した可能
性が高い。

278と279は2号住居跡から出土した遺物である

278は外来系で布留系甕の破片である。279は鉢の
破片である。

280から293は3号住居跡から出土した遺物であ
る。280から281は甕である。28( )は在地系の甕で
ある。脚台を欠いている甕である。手裡ね土器で、
器川には縦が多く残っている。

281と282は外来系甕である。庄|人I系で281は底
部を欠いている。283と284は外来系甕である。布
留系で283は小型の甕である。

283は壷のl l l1部片である。口縁部を欠いている。
286と287は小型丸底壷である。286は器面をへう
研磨で仕上げている。288は鉢である。289も鉢で
ある。小型丸底壷を意識したかのような形状であ
るが、底部が尖っているところから鉢とした。
290は手栂ねの瓶である。280と良く似た姿をして
おり、淵l l l iに雛が多く残っている。｜可一工人の手
によるものであろう。291から293まではllli l lｲ､1-鉢で
ある。2 9 1は脚部が3本に分かれ、棒状に伸びる
特殊な脚部になる。292は脚裾部が大きく広がり、
透かし孔が3個見られる。293は脚1部のみの資料
である。
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第 4 2 図 5 号住居跡出土遺物実測図

(2)4号住居跡（第39図）
調査区東端に位置し A、 B - 7 ,  8 区 にまたが

り、住居跡の南側は 1号住居跡から 3号住居跡を
切っている。また、西側は 5号住居跡と 6号住居
跡によって切られている。したがって、全貌は明
らかにならなかった。遺物の散布状況と床面の硬
化状況で住居跡と判断した。

ロ ー ■

298

遺物（第l0図）
294から296は4号住居跡から出土した造物であ

る。29｣と293は在地系の甕である。共に底部を欠
いているが、丸底になる可能性が高い。2 9 6は高
坏の坏部片である。

(3)5号住居跡（第l1図）
調 査 区 東 端 に 近 い B - 7 区 に 位 置 し 、 南 側 は 4

号住居跡を切り、北側を 6号住居跡で切られてい
る。南側の壁は幅3 m50c l I lで、東西の壁は2m程
度を残している。
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遺物（第一'2図）
297と298は5号住居跡出土の遺物である。297

は鉢の破片で、298は高坏の脚部のみである。I IM I
部に円孔は見られない。

(4)6号住居跡（第13図）
調 査 区 の 北 東 部 に 位 置 し B - 6 ～ 8 区 に ま た が

り、主体部は調査区の北側に伸びている。4号住
居跡と 5号住居跡を南壁で切っている大形の住居
跡である。土居観察用に土橋状に残して掘ったが、
南壁は8 m60cmをはかり、これまで調査した中で
最大級の住居跡である。

遺物（第43図）
299から306は6号住居跡から出土した遺物であ

る。

2 9 9は在地系の甕であるが、底部には二次的に
穿孔し甑として転用が行われている。
300から303は壷の口縁部である。30( )は大形の

二重口縁壺の口縁部片である。内面のみに黒く漆
を塗っている。このような例はこれまでにも数点
確認している。3 0 1も二重口縁部で、頸部に凸帯
を巡らしている。302は'-1唇部に刻み'三|を配して
いる。3 0 3も口唇部に刻み目を配している破片で
ある。頸部にも刻み目を配している。
3 0 4は甑である。小さな平底に 1個の穿孔を施

している。3 0 5は手裡ねの鉢である。底部は一段
盛り上がった平底である。器 |mには雛が残ってい
る。3 0 6は土製スプーンの柄である。内部をへう
で削り落として中空になっており、作り方の特殊
な遺物である。
3 0 7は 6号住居跡南壁の外から t l l 土した遺物で

ある。正確には遺構に伴わない遺物であるが、こ
こでまとめて紹介する。青磁の碗の破片で、｜ﾘ Iら
かに後世の混入資料である。

(5)7号住居跡（第卜l図）
調 査 区 の 南 東 部 の A - 6 ， 7 区 に 位 置 し 、 主 休

部は調査区の南壁の外に伸びている。住居跡の_ |上
壁が3m程度確認され、西壁は1 . 5 mを確認でき
た。

遺物（第45図）
308から310は7号住居跡川土の遺物である。

308は鉢の破片である。309は甑で、底部が平底で
あるところは304と類似している。310は土Il l1 i器の
甕である。口縁部は外反し、胴部外面には牛角把
手が付き、煤の付着が見られる。底部が残ってい
ないが甑の可能性も高い。

第 4 4 図 7 号 住 居 跡 実 測 図

第 4 5 図 7 号 住 居 跡 出 士 遺 物 実 測 図

、

F "

10cm
I

岸 F 戸 下

O
トー声一『

7 号 住

、 ツ

、

11 『、

I

トラ＝＝

ゆ

鍵
一 三

1

08

- 5 9 -

9戸

、

》、磯：



寵／
' 1  h - 一 L 上

’

- -
堅 ÷

工 三

蕊

'otN"QO
蒻壷や蕊
①｡kon    o

｡

o Q P
oQ

ロ

、

高 い と こ ろ は 焼 土

、

一 三 ～

”

- - - - - ～

･

'イ

Qロ

1
- 1

○

、

● 〆 一 ̅ ̅ - - -

．'翠一に-

0

～

- - - - - - - -

第 4 6 図 8 号 住 居 跡 実 測 図

1

’ ’
’

1

尋 一
一 一

7 住

- 6 ( ) -

ｆ
○

白

１０

平

、
。
 
。

，

ＧＯ

Ｏ
０。 

、 ｑ

の
筒
〉

１
１

０
０
Ｃ
Ｏ

。
 
の

○
 
つ
。

Ａ
哩
 
。

（
》
 
③

９
．
洲
０
、
入

ら
 
茅

巴
０
 
。
浜

９
０

．
ざ

Ｑ
ｑ９

ｅ

一

一

一
一

○

『
一

一

。
津
穐
穆
、

９

Ｏ

Ｇ

○

《
且
Ｕ

---１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｈ
川
ハ
ノ

鰯

ざ。
Ｊ
川
川
Ⅵ
、
い
-＋
Ｉ

繍
函
ｗ
《

一

ｎ

’’
八

Ⅱ

》

１

１

日

’



三雲篝

31

31

第 4 7 図 8 号住居跡出士遺物実測図

(6)8号住居跡（第46図）
調査区中央部に近いA、B-5，6区にまたが

り西側を9号住居跡によって切られている。明確
な壁は南側と東側がそれぞれ5. 2mと3. 2mが確認
できた。住居内から硬化面が見られたので残して
いた部分を、あたかも柱穴のような形状で図化し
ている。

遺物（第_l7図）
311から320は8号住居跡出土の遺物である。

311と312は外来系甕である。311は庄内系で、312
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は布留系である。313から317は壷である。313は
内面に粘土接合面を残している。311は大形壷の
破片で、頚部に不整形の凸帯を巡らしている。頚
部内面の一部を黒く塗っている。315は二重口縁
部が大きく|川く壷の破片である。口唇部を黒く
塗っている。316は底部を欠いている。器imには
焼成が悪いためか剥離面が多く見られる。317は
壷の破片でll1,1部のみである。外面には粗いタタキ
目を施している。内面には粘土接合面が残ってお
り、胎土はチョコレート色をし、弥生土器では免
田式土器、縄文土器では阿高式土器の様な色合い
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9号住居跡出土遺物実測図

である。318は鉢である。316と|司じく器面には剥
離而が多く見られる。胎土も類似している。

319と32()は鉢である。319は半欠状態で、320は
ミニチュアの鉢である。内面には赤色顔料が付着
しており、紅皿みたいな使用であったと考えられ
る。

調 査 区 中 央 部 南 側 の A - 4 か ら 5 区 に ま た が っ
て位置している。束側壁は 8号住居跡を切ってお
り、3m程度を確認できた。西側は1 1号住居跡か
ら切られていた。南壁は調査区の南に延びており
また北側壁も確認できなかった。
遺物の出土が多く床面まで掘り下げなかったた

め、炉跡や柱穴は確認できなかった。

遺物（第49～51図）
321から345は9号住居跡出土の遺物である。こ

のうち321から329は甕である。321と322は任地系
の甕である。長胴丸底になる。3 2 3は在地系の甕
の脚台である。324から329は外来系甕である。
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第50図
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(7)9号住居跡（第18図）
調査区中央部南側の A

て位置している。束側壁
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第51図 9号住居跡出土遺物実測図

32 1は小型の庄内系甕である。口縁部が胴部より
大きく、全面に煤の付着が著しい。3 2 5も庄内系
の甕である。外面には煤の付着が著しい。3 2 6は
布留系の甕である。底部は外面に煤、内面には焦
げ付きが見られる。327も布留系の甕である。外
面に煤、内面には焦げ付きが著しい。328も布留
系の甕であるが、口縁部周辺のみである。｜ﾉ､l 111liに
は粘土接合面が多く見られる。329も布留系甕で
ある。口縁部周辺の破片である。

330から335は壷である。330は口縁部外面と胴
部内1mに粘土接合面を残す壺である。
3 3 1は内面があたかも赤色顔料を塗ったかのよ

うに赤いが、焼成によるものである。なお粘土接
合面が見られる。332と333は口縁部片である。共
に二重口縁である。331は胴部の破片である。335
は底部のみである。
336から341は鉢である。336は小型丸底壷にも

似ている完形品である。337から339は皿状の鉢で
ある。3 1 0は脚台付の鉢である。口縁部を一部欠
いているが、ほぼ完全な姿を留めている。311は
大形の鉢の破片である。
3-12は鼓型器台の破片である。3_l 3から345は高

杯の破片である。
巻頭図版2（写真7．8）は赤色顔料付着fi材

で あ る 。 3 個 以 上 に 割 ら れ て お り 、 そ の 内 2 個

( S - 1 6、S - 5 8 )が 1 . 3mほど離れた距離で、
多量な土器の中から出土している。安山岩の礫で
表面にはベンガラが付着しているほか、研磨 |川な
ど現状では確認できない。礫はベンガラ付着状態
で割られており、剥離面には付着が見られない。
おそらく、祭祀行為に伴って、顔料を付着させた
後割られて破棄したものであろう。
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第53図 1 0号住居跡出士遺物実測図

'8)10号住居跡（第52図）
調 査 区 の 西 端 の A - l 区 と B - l 区 に ま た が り

位置している。東側と南側の壁の一部は確認でき
たが、西側は調査区の西に延びており、- |上側も確
認できなかった。遺物の出土が多く見られた。

遺物（第53．列図）
316から375は10号住居跡出土の遺物である。

316から350は甕である。346は黒髪式土器の甕の
口縁部片である。347から350は外来系甕である。
3"17は小型の甕で口縁部のみである。348と3.19は
口縁部片である。350は布留系の甕の破片である。
外面には煤の付着が著しい。
351から351は壷である。351は二重u縁血の口

縁部片である。332は二重口縁壺である。353は壷
胴部の破片である。331も壺胴部の破片である。
肩部に猫の爪状に3本の引掻き傷が見られる。
355から367は鉢である。355は大形の鉢の破片

である。336は小型丸底壷にも似ている。357は破
片である。358は完形I鼎lである。359から3(i lは破
片である。362は手握ね風の土器である。363から

3( j7は脚台付の鉢である。363は底部と'二l縁部の一
部を欠いている。364は完形品である。365は小型
の鉢の脚部である。3 6 6も脚部の一部を欠いてい
るが、ほぼ完形品である。367は脚部のみである。
368から373は高坏である。368は坏部のみであ

る。369は脚部のみである。370は坏部のみである。
371も坏部のみである。372と373は脚部のみであ
る。374と375は手握ね土器である。特に374は尖
底で指の痕が見られる。3 7 3は底部に小さな穴を
穿っており甑として作っている。
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第 5 4図 1 0号住居跡出士遺物実測図

(9)11号住居跡（第55図）
調 査 区 の 西 側 で B - 2 ， 3 区 を 主 体 に A - 2 ，

3区まで広がっている。規模的には大きく、いく
つかの遺構が重複している可能性もあるが、明確
な壁は確認できなかったのでひとつの住居跡とし
て報告する。

西側には10号住居跡があり、イく整形な形状であ
るが、束側壁は 8 m、南側壁が 2 m，西側壁は折
れながら延長で9mを確認できた。

遺物（第56～58図）
376から404は11号住居跡出土の遺物である。

376から387は甕である。376から378は在地系の甕
である。

376は口縁部から1111部にかけての破片であり、
底部は脚台になる。377は脚部のみである。378も
口縁部から胴部にかけての破片であり、外面には
煤の付着が見られる。

379から387は外来系甕である。379は庄内系の
甕で '二 I縁部と胴部の破片である。38 ( )は布留系の
甕である。外面には煤の付着が著しい。3 8 1も布
留系の甕である。口縁部から胴部にかけての破片
である。肩部には沈線により波状文が描かれてい
る。38 2も布留系の甕の破片である。胎土により
内I I I Iが赤くなっているが、赤色顔料は塗ってない。
383も布留系の甕の破片である。外I W iには煤の付
着が著しい。3 8 4も布留系甕である。外面には煤
の付着が著しい。3 8 5は布留系で、小型の甕であ
る。底部近くに穿孔が見られる。煤の付着が著し
い。3 8 6は甕である。底部近くに籾圧痕が残って
いる。387も甕である。
388から399は壺である。388は大形の壺の破片

である。口縁部と頸部には凸帯を巡らし、刻み目
を施している。内面は黒く塗られている。3 8 9と
390は小型丸底壺である。391から399は鉢である。
391は煤の付着が著しい。392は破片である。393
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と391は皿状を呈している。395と396は破片であ
る。3 9 7は底部に二次的な穿孔を施し甑として転
用している。31)8と399は脚台付の鉢である。100
と101は高坏である。lO0は古式土師器で、ゞ1O1は
弥生時代のものである。1 0 2は古式土師器の小型
器台である。
403は土製のスプーンである。柄の端部を欠い

ている。皇101はf111雛である。周囲を欠いているが
茎の部分である。
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第59図遺構に伴わない遺物実測図①(A- 1，2区出土の遺物）

(10)遺構に伴わない遺物（第59～72図）
調査の段階で遺構の確認ができないまま取り上

げた遺物を、ここでまとめて紹介するものである。
基本的には地区別に取り上げたが、石器などは一
括した。

①A-1区出土の遺物（第59図）
’1( )5から1()9はA-l区|Ⅱ土の遺物である。
I ()5からI ()7は全て外来系甕で、105は庄内系の

甕、L1()6と, l ( )7は布留系の甕である。共に煤の付着
が著しい。’ '08は在地系甕の脚台である。1( )1 )は小
型ﾒL底壺である。

②A-2区出土の遺物（第59図）
-1l()から些120はA-2区出土の遺物である。
11( )は在地系の甕の破片である。'111は口縁部を

欠いた小形壷である。112と113は小型丸底壷であ
る。'114から"1 16は碗状の鉢である。117と118はに｜
縁部が開く鉢の破片である。

119は表面に雛が残る仕上げである。Ll2 ( )は脚付
鉢のlllil1部である。
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第60図這構に伴わない遺物実測図②(A - 3，5，7，8区出土の遺物）

簔

区

霞

③A-3区出土の遺物（第60図）
121と422は共にA-3区出土の小型丸底壺であ

る。
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423

④A-5区出土の遺物（第60図）
123と424はA-5区出土の遺物である。123は

外来系甕で布留系である。外面は煤、内面は焦げ
付きが見られるため、全面黒い。
l 2 l は 脚 付鉢の脚部である。 3 箇所程度透かし

孔が見られる。
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⑤A-7区出土の遺物（第60図）
l 2 5から12 7はA- 7区出土の遺物である。 - l 2 5

は脚台を欠いた甕の底部である。外面は脚欠損後
に全面に黒く漆を塗っており、土器断面には塗ら
れていないところから、塗った後に使用段階で割
れたものと理解される。このことは、表旧1を黒く
塗ることの目的を考えるうえで貴重な資料である。
1 2 6は古式土師器の高坏である。脚部のみの資料
である。427は土師器の高台付き碗の破片である。

A - 8 区
0

⑥A-8区出土の遺物（第6 ( )図）
』128から430はA-8区出土の遺物である。
128は小型丸底壷で完形品である。129は外来系

甕である、布留系甕の破片である。 ' 3 0 は壷の口
縁部である。
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第61図遺構に伴わない遺物実測図③(B -4区出土の遺物）

⑦B-4区出土の遺物（第61図）
-13 1と132はB-4区出土の遺物である。131は

外来系甕である。庄内系の小形の甕である。』132
は大形の鉢である。内而は使用段階で ′ | ﾐじた焦げ
付きや傷が見られる。

⑧B-5区出土の遺物（第62～67図）
遺構の形状は不明であるが、工房の跡のような

出土状況である。残念ながら床面まで伽り下げな
かったため、かえって中途半端な情報となってし
まったことは残念である。
159の台石と4列の石杵を中心に、遺物が集中し

て出土したことと、石杵が赤色顔料を加工したも
のであるところから、工房 l '卯の可能性を示すもの
と考え、まとめて遺物を紹介するものである。
- l 33から159はB-5区出土の遺物である。
433から139は甕である。全て外来系甕で- !35ま

では庄|ﾉ1系で、」39までが布留系の甕である。133
は内部に米粒がひとかたまりで焦げ付いた痕跡を
残している。434は外m iには煤の付着が著しく、

内|川には焦げ付きも見られる。135は口縁部を欠
いている。136は半欠状態である。137は底部を欠
いている。4 3 8は底部の一部を欠いている。内部
に焦げ付きが見られる。4 3 9は珍しく小さな平底
の甕である。北部ﾉL州の特色を有している。
l10から443は壷である。・110は二重口縁壷の口

縁部のみであると考えたが、底部にあたる部分が
丁寧にナデ仕上げを行い、内側の欠損部分の器壁
が僅かに3 111111程度しかなく、頚部を構成するには
薄いので、平らな底部になる可能性も残している

1 1 1は二重口縁壷である。底部を欠いているが
l - 寧な作りである。1 l 2 は頸部が立上がり口縁部
は小さく開いている。胴部以下を欠いているが、
|ﾉ1部には粘土接合Imと粘土密着のための工具痕を
残している。1 1 3は口縁部から底部までの破片で
ある。
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第 6 2 図 B - 5 区 実 測 図
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第63図遺構に伴わない遺物実測図④(B -5区出土の遺物）
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第64図遣構に伴わない遺物実測図⑤(B -5区出土の遺物）
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第6 5図這構に伴わない這物実測図⑥ ( B - 5 区 出土の遺物）
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第 6 6 図 遺 構 に 伴 わ な い 遺 物 実 測 図 ⑦ ( B - 5 反 出 士 の 遺 物 ）
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第67図遺構に伴わない遺物実測図⑧(B- 5区出土の遺物）
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第68図遺構に伴わない遺物実測図⑨（一括遺物）

ゞl1lから|19は鉢である。(11 1は破片である。445
はI｣縁部の一部を欠いているが、ほぼ完形品であ
る。口縁部には黒く塗られている。#116は古式土
師器である。 l l 7は底部に穿孔を施している。448
と149は脚台付の鉢である。
胴Oから152は高坏である。1 5( )は坏部のみであ

るが、使用段階で内外面に |可規模の円形で黒く
なっている。蓋として使用した可能性も高い。
131と1月2は丁寧なつくりの高杯である。153は土
製品である。端部は平坦になっており支脚として
も考えられるが、内部には二次的に、円形に穿っ
た痕が見られ使用方法に決め手がない。

1 3 l から ' 3 9は石器である。 I別は全面に赤色顔
料がべっとりと塗られている石杵である。自然石
を利用した石杵で研磨面は1面であるが、手にす
る部分も使い込んでいるためか滑らかになってい
る。また、石自体も僅かながら「 L」字状を呈し
ており、意識した材料選びを行っているものと理
解される。方保田束原遺跡における赤色顔料精製

について考える貴重な資料であり、平成20年6月
23日付けで、熊本県指定重要文化財に指定された。
，155から’158は砥石である。′'55はアルコーズ質

砂岩である。4而に研磨｢ l ( l i を残しているが、一部
に鋭利なものでⅡ|lいたり良も残している。:156もア
ルコーズ質砂岩である。 4 mに研磨面を残してい
る。457はいわゆる天草砥石である。158は砂岩で
あ る 。 か な り 使 い 込 んで い る た め か 稜 線 が 鋭 く
なっている。
』159は台石である。表l i iは滑らかであるが、被

熱のためか乗11離が多く見られる。
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第69図遺構に伴わない遺物実測図⑩（一括遺物・特殊遺物）

⑨一括遺物（第68．69図）
416()から334は単独で川土したものである。
＆'60は甕であるが、｜ﾉ1面には粘上接合Imを4段

に残している。ル161も甕である。外来系で布留系
の甕である。162から168は壷である。462と463は
二重｜｜縁の破片である。:162は'二l縁部内部に黒く
漆を塗っている。163は '二 l縁部下端部に凸帯を巡
らしている。16 1は手裡ねの並である。外面には
鞁が残り、内|川には成形の際の指痕も残っている。
165は小型丸底血で、底部を欠く破片である。466
は器壁が薄い壷の破片である。』167は小型丸底壷
の破片である。外面には煤の付着が見られる。
168は短頸の唾である。

169から173は鉢である。169から171はⅢl状の鉢
で、特に I ( j 9は紅Ⅲ l的に赤色顔料を利用した痕跡
が残っている。鮮やかな紅色であるところから朱
であろう。外側には煤のｲ､1 -着が見られる。470と
471は古式土師器である。172も古式土師器である。
1 7 3は大形の鉢の破片である。口縁部内部に赤色

顔料が付着している。また、原楠を書いている段
階で、B-4区出土の132と接合することが判明、
同一個体であった。
‘174から'78は小形の土器である。，174は鉢の底

部のみである。≦175は土|'l i l i器の破片である。476は
へう研磨で仕上ている。177は手握ね土器である。
粘土接合面を残しており、内 l l l l i には指痕も残って
いる。47 8も手狸ね土器である。口縁部の一部を
欠いているのみで、ほぼ完形,li ,l!である。179は大
形壷の口縁部片である。口唇部に粗いハケ目を施
している。180は高坏である。脚部を欠いており、
杯部底には器面の剥離が見られる。1 8 1は透かし
穴を有する上器である。器穂は不明であるが、器
台の可能性も高い。 ' 8 2 は須恵器で、高台付き碗
の破片である。
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｜

｜ （内面赤顔）

⑩特殊遺物（第69 ･ 7()図）
・183は土製I I111,である。原

- ． - - ． - - ． - - 。 -
" 506  " 507
O 2 c r F
l                         l
I I l

・183は土製I I111,である。扁平で長く、僅かに湾曲
しており、把手の可能性が高い。181と183は焼成
粘二l塊である。486は手握ね｣食器の碗である。'187
も手栂ね土器で底部の破片である。l88と189は把
手である。1 8 8はジョッキ形土器から剥離したも
のであり、，181)も剥離痕を残している。’190は土製
スプーンである。191は土製勾玉である。先端部
を僅かに欠いている。 " 1 9 2は土製スプーンの柄で
ある。493から195は土錘である。196は土製の玉
である。-197から199は赤色顔料が付着している破
片である。肉眼での観察では197と198は濁った赤
色であることからベンガラである。4 9 9は鮮やか
な紅色であるところから朱である。

⑪石器（第70図）
5() ( )から503は石器である。500は砂岩製砥石の

破片である。研磨面は2面で、筋状の研磨痕を残
している。5 ( ) lは滑らかな肌合いから滑石製の紡
錘車である。

302と503は黒曜石製の束11片雛である。

第7 0図這構に伴わない遺物実測図⑪（特殊遺物・石器・ガラス小玉）
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第71図遺構に伴わない遺物実測図⑫（鉄器）
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第 7 2図這構に伴わない遠物実測図⑬（縄文土器）

⑫ガラス小玉（第70図）
501から507はガラス製小玉である。504と505は

コバルトブルーで、506と507は紺色である。

⑬鉄器・青銅器（第71図）
508から528は鉄器で、529は銅銭である。
5 0 8は鉄斧で、袋部を僅かに欠いているが、ほ

ぼ完全な姿を留めている。509は鎌である。両端
を欠いているが基部の折り返しは僅かに残ってい
る。510も両端を欠いた鎌の破片である。511から
515は鉄雛である。515は茎を有していない。516
は手鎌の破片であろう。両端を欠いているため、
断定しかねている。517は薄手の鉄器であるが、
器種は不明である。手鎌の可能性も残している。
518と519は素材としての鉄器である。518は棒状
の鉄素材と考えられる。519は断面が四角に近い。

520は断面が扁平であるが器種は不明である。
521も|司じ状況である。522と523は頭が曲がっ

ているところから釘の可能性が高い。
5 2 4は細くて僅かに曲がっているところから針

であろう。525は不明鉄器である。526は箆状の形
状であるが、器種不明の鉄器である。5 2 7は鉄鍼
の茎先端の破片である。5 2 8は棒状の鉄器で器種
は不明。
529は古銭であるが、銘が確認できず貨幣の種

530から534は縄文土器である。全て北久根山式
土器の系統で、深鉢の破片である。530と531は山
形の口縁部の外側に斜の刻み目を配している。
533と534は胴部の破片である。

類の特定には至ってない

⑭縄文土器（第72図）
530から534は縄文二
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Ⅳ 考 察

山鹿市方保田東原遺跡出土石杵の測色
（測色値を用いた一次報告の試み）

熊 本 県 立 装 飾 古 墳 館 池 田 朋 生
目的
本論は、方保田東原遺跡で出土した赤色土の測

色、観察を行い、他の地域・時期に赤色顔料等と
して用いられたベンガラ等と比較を行う。測色値
でもって、色に関する一次報告を試みることを目
的とする。
筆 者 は 、 成 分 分 析 を 行 い 水 銀 朱 、 ベ ン ガ ラ と

いった組成を結論付ける立場には立たない蕊 '・
顔料としての使用が明らかな装飾古墳、彩色を施
した石塔を研究対象に蕊2，保存を目的とした彩
色変化の研究群3，彩色に |封連した製作技術の検
証※州,それから導き出される歴史事象の解明が目下
の目標としてある※5 .顔料として使用されたかどう
か、その問い自体が重要な検討課題のひとつとな
る。筆者は、既に顔料等と使用目的が明確な資料
のみを対象としており、赤色そのものの使用意図
を探るべく直接考察した研究実績は少ない※6．
弥生時代集落から出土する水銀朱、ベンガラは

そもそも顔料として使用されたのか、この検証は
必須である。稀少な水銀朱出土の有無の背景とと
もに抑えておくべき課題であろう。本論はあくま
で考古学側の立場で、基礎的な情報提示のひとつ
として測色値等を示す。このような観察が、弥生
'1寺代の研究においてどのような発展性に繋がるの
か、筆者にはその意味するところを見出せない。
編集者の強い意思から、情報提示の一つの可能性
として L字状石杵などに付着した赤色土の一次報
告を試みている。
その有効性を議論するには、歴史的解釈を行う

予察を常に持つべきであるが、本論に限り、歴史
学の立場から逸脱していることを述べておく。
数々の新発見から、熊本県内の弥生集落の調査を
リードしてきた方保田束原遺跡の新たな報告視点
である。

赤色付着の土器の出土例、遺物、遺構の付着・
塗布例は多い。ベンガラ、或いは水銀朱という材
質の差による墓孔内での利用の検証滋 7，遺構で
の利用想定※ 8，同時期の墳墓において地域差が
見州されるか否か準9、このような視点で論じら
れる研究はあまたある。

従来の考古を主体とする報告では、遺構・遺物
によって単にベンガラの付着・塗布として括られ
るが、細かな観察と集成を行えば、製作上の差、
赤色土を用いる意図等、歴史的な解釈に繋がる基
礎情報が含まれる可能性がある。後の議論を待つ

こととしたい。

また、測色値のみでは議論の進展が見込めない
ことから、地下式横穴から出土する「朱玉｣燕'0，
装飾古墳塗布のベンガラ等 既に成分分析まで行
い、ベンガラと認定された赤色土、或いは赤色顔
料の測色、拡大画像で得られた形状の比較観察を
行い、方保田東原遺跡における L字状石杵付着の
赤色士の特徴提示を試みる。

方 法
赤色土の付着した L字状石杵に限り、そのなか

で最も赤色を帯びる箇所を選択、コニカミノルタ
社製土色計S PA D - 5 0 3 で測色する。測色値は L *
a * b > 順値で求める。発掘現場で性々にして用い
られる標準土色表のマンセル値も併記する。比較
資料に、他のベンガラ（何れも成分分析済み）の
測色値も提示する。 L * ( 明度）は明るさを示し、
100～0の範囲を持つ。値が高いほど明るく（白い)、
低 い ほ ど 暗 い （ 黒 い ) 。 a 零 値 ･ b * 値 は ± 6 0 の 幅
を 持 ち 、 + a * の 値 は 赤 、 + b * の 値 は 黄 、 - a *
の値は緑、そして- b * の値は青を指す。

また、考古学側の観察では、水銀朱を肉眼で説
明する|際、朱色の鮮やかさを指摘する。そこで、
彩度(C二順）を求め今後の指標とする。C*値は、
公式C :k=J(a*)2+ (b*)2で求める。
更に、サンコーDino-Light (×500倍）で撮影、

赤色土の粒度、付着状態等を観察する。

第 1 3 表 L 字 状 石 杵 測 色 値
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L 字 状石杵 l L ＊ a b C計 マンセル数値
側 面《赤色土付着)'4'‘ 14．0 13．3 19．3 8.3R4/3．69

使 用 面
(赤色土付着)  420 16．7 14．8 ワ ワ q

L - L ｡ U 7.9R404/4．29

石 表 面
(未着色部）

50．4 唖
一
叩

帖
一
帷

14．9 37YR488/2．52

石 表 面
最も赤いところ

41．2 23．8 6.9R3.96/47



結果
測色値の一覧を第 1 3表に示す。 L字状 ff杵の拡

大 l l l l i 像を写真 l、同遺跡出土水銀朱付着土器の拡
大|山i像を写真2に示す。

写真 1 L 字 状石杵側面 ( × 5 0 0 倍 ）

灘 費 “
鋤 畢

蕊鼠
毎

Q n

･'曾画．蝿 。.､ゞ 垂 ”
’ 6 巴 . , - " ｡ ＆ = ｡ 認 ， 肩 ・ _ - ，

写真 2水銀朱付着土器 ( × 5 0 0 倍）

考察
ここでは、得られた測色 { 直、拡大画像と既存

データの比較を試み、特徴を示す。比較には、既
に成分分析を行い、水銀朱、ベンガラ等の裏付け
データがある資料のみを用いる。

全面にベンガラが付着した L字状石杵は、本報
告における最も特筆すべき遺物であろう。一見、
鮮やかな赤色が全面に付着しており、塗布された
と見紛うばかりの残りの良さである。現在まで、
本来は伴うと予測される石臼との共伴関係を筆者
は知らない。

しかし、状況から見て、赤色土を何らかの意図
で磨り潰した結果付着したものである。ここでの
測色値をもとに作成した色見本を第73図に示す。

ベースとなる色は、L字状石杵の石の色である。
肉I I fで感じる鮮やかさはなく、拡大I I I 1 I像で見られ
る赤茶色の色味と同色であることが理解できる。
恐らく、ベンガラという成分分析結果が得られる
だろう。本資料に|封しては、ベンガラを精製する
過程で用いられたもので、水銀朱が付着している
可能性は低いと思われる。
更に、 L字状石杵に付着している赤色上がどの

ような特徴か、拡大画像と測色を根拠に、「ベン
ガラ？」と思われることから、他の赤色を呈する
ベンガラと比較を行う。ベンガラは酸化第二鉄を
主成分とするが、黄色、燈、肌色、茶色等、様々
な色彩を呈する※川・今回対象とした資料の測色
値では、所謂ベンガラとしての赤、或いは赤茶色
の範|}|鳶で捉えられるものである。
色彩感覚は相対的なもので、光源・光量の関係、

隣り合う他の色の影響で灰色が青色に見えたり、
茶色が赤色に見えたりする。 L字状石杵もベース
となる石の色に対して鮮やかな発色と感じ取るこ
とができる。色自体が季節変化、｜|変化を起こし
ているかどうか、装飾古墳の管即では、退色・劣
化などを把握するため、各種データと比較する場
合がある※'2。

また、温湿度の変化（直接的には表面水分量の
変化）によって、所謂濡れ色と乾き色に変化する
ことでも色味は変わる。しかしこの場合変化する
の は L * 値 の み で あ って、 a 業 仙 b * 値 に 大 き な 変
化は認められない※'3。
従 って、 L * 値 の 数 値 差 は 考 察 に 加 え な い こ と

とする。これらの前提を踏まえ、既存データを第
ﾙl表に示す。

第 1 4 表ベンガラと確認された赤色の測色値

馳溌蕊灘
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三号

瀧

篝 鋒

第 7 3 図 L 字 状 石 杵 色 見 本

識

蕊驚

L 字 状 石 杵 L＊ a ＊ b＊ C＊ a*／b＊

装飾古墳(横山古墳） 38．9 14．4 16．5 21．9 0．87

装飾古墳(釡尾古墳） 36．1 9．3 1 2 2 15．3

26．2

42．9

0．76

地下式横穴蟇
(宗仙寺地下式横穴）

32．5 19．6 17．4

23．8

1．13

朱玉(尾中原地下式横穴） q q  R
J J . 』 35．7 1．50

市販ベンガラ 352128， 11．6 31．1 2 4 9

阿蘇黄土を焼いたもの ワQ  q
L J ､ U 2 2 9 15．1 2 7 . 4 1．52

市販水銀朱(丹） 44．5 r n ハ

3 ． - 0 25 -4 59．3 2 1 1

市販水銀朱(辰砂） 30 - 7 44．1 8 - 6 44．9 5．13

L字状石杵
(最も赤く見えるところ）

41．2 19．1 14．2 部
一
幅

1．35

同 側 面
(赤茶色に見えるところ）

4 1 - 6 1 4 0 1q   q
l  J . 』 1．05



まず、装飾古墳の赤色に用いた顔料を見てみる（
装飾古墳の赤色顔料は、これまでのところベンガ
ラのみである。このベンガラには、パイプ状ベン
ガラ等純粋な酸化第二鉄を主成分とする福岡県内
の装飾古墳の場合と※ ' ' 、 釡尾古墳のように、発
色が悪く砂粒が混じる不純なベンガラ※いがある。
装飾古墳の場合は、後天的な土被りも考えられ水
分量の変化次第で見え方は変わる班l l io

また、測色価＝当時の色とするには、これまで
検出例のない溶剤利用の問題、退色の過程を検討
すべきである。

但 し 、 ベ ン ガ ラ に 限 れ ば 、 そ の 発 色 の 違 い は
あっても( { | 1 I 1に変化はあっても)、+ a ' I <値、
+ b * 値 の 比 に は あ ま り 変 化 が 無 い こ と が 指 摘 さ
れている※ ' 7．このことから、純粋に当時の色そ
のものとして捉えた比較検討は出来なくとも、 IT1
時代の他資料と相対的な比較は、数々の条件付き
ではあるが可能となる。この ｲ ; Ⅱ対的な比較には
a */b : ' :で求めている。
改めて測色値を見ると、不純なベンガラが用い

られる釡尾古墳や横山古墳の赤色は、共にa * { fi
が低い。これは、後天的な土の汚れが考えられⅢ
じベンガラでも現在の色味は違う。ベンガラは、
安定した物質であるヘマタイトを主成分とすると
されるため、被った土の下ではベンガラ本来の色
彩が残っていると理解できるが、性 '1寺の色再現に
は現調査方法だけでは迫ることは出来ないため、
比較検証としては不十分である。

従って、装飾古墳に用いられるベンガラと |司種
|司色の可能M畠は高いが、同系統と言うには、土被
り等の後天的な影響から言及出来ない。屋外に露
出した装飾古墳彩色の色差を論じるには、後天的
な汚れの認められない箇所で追検証が必要となる。

次に、地下式横穴墓関連の資料として、宗仙寺
地下式横穴墓の壁面剥落片と、尾中原地下式横穴
墓出土の朱玉について論じる。l1 l , j資料は宮l l l奇総合
博物館に長くll I(蔵されていたもので※'8，炭等の
後天的な汚れがほとんど付いていないため、ある
程度の比較が可能である。一見して朱玉の鮮やか
さ ( C * 値 1 2 . 9 ) が 際立つ。朱玉は、パイプ状ベ
ンガラを主成分としたもので、砂粒等が殆ど混じ
らない。これほど鮮やかな仙を示す顔料は無いこ
とから、やはり朱玉そのものは、顔料ではなく供
物とするfl l l 解が自然であろう。出土品であるL字
状石杵も収蔵資料ではあるが、ここまでの鮮やか
さは無い。酷似するのは壁面彩色に用いた宗仙寺
地下式横穴のベンガラである。恐らく、装飾古墳
で用いられるベンガラも、本来このような値を示
すだろう。

次に、阿蘇澁土、市販ベンガラを見てみる。熊

本では、下|_11 1lti遺跡の弥生集落から大量に出土し
たベンガラの状況から、ベンガラ原料＝阿蘇黄土
という仮説が伝統的に存在する。測色値からは、
確かに阿蘇黄土を焼いた赤茶色の土は、 L字状石
杵の測色値と酷似し、市販の工場で作られたベン
ガラとは異なる。

しかし、雌化鉄を含む黄土は普湿的なものなの
で、余程特徴的な鉱物が見られるか、特徴的な粒
子が特定されなければ、阿蘇黄土そのものか証明
は難しく、本調査方法では言及できない。
最後に、市販の水銀朱由来の顔料（辰砂・丹）

の傾向を見ると、a*値、C * { | I I Iが極めて高く、
考古側が水銀朱発見の切欠を、鮮やかな赤色を手
がかりにしていることが改めて碓認できる。当然
L字状石杵のそれとは大きく異なっている。

結語
以上、各種ベンガラ等との比較を試みた。恐ら

く、水銀朱ではなくベンガラ系統の付着物であろ
う。その色|床は、朱玉のような供物として用いら
れたものではなく、顔料として塗られたベンガラ
に近い。
既存データのみの比較であったため、地下式横

穴墓塗布のベンガラと値が類似した。本来は、方
保田東原遺跡周辺から検出される、箱式石棺、甕
棺などの墳墓で内面をベンガラで全面塗布したも
のや、ベンガラ付土器等 比較検討を重ねること
が必要である。墳墓で利用されるものと、土器に
塗られるものとに違いがあるかどうかも踏まえれ
ば、L字状石杵を用い膳り潰した赤色上の利用実
態が明確になると期待される。

冒頭で述べたとおり、本論の目| ' l 9は、測色値を
一次報告に盛り込むことを検討課題としている。
このような分析は、多数の比較材料、それも遺跡
に関連する膨大な赤色土付着土器等との関係を論
じなければ、歴史的な解釈には課題が多いことを
指摘して結語としたい。

註 出 土 土 器 の 一 部 で 測 色 を 実 施 し た が 、 資 料
数が少ないため解析は留保する。
※1池田川生2(1()9「顔料に|腱|わる考占.学的検証の一視点一

彩色が施された装飾占墳を巾心に-」『肥後考古16号』肥後
考古学会

※ 2 ○ 朽 津 信 | ﾘ l ･ 池 川 川 生 2 0 0 9 「 石 琳 の 彩 色 塗 装 に つ いて 」
『|]本文化財科'､j質会第26大会発表資料柴』

朽津信明・○池l111 l l l ' | = 2 009「古噴時代における灰色、黒
色顔料の利川」『| ̅ l本文化財科学会第2 { i大会発表資料集』

※ 3 池 田 朋 ' l i 2 ( ) ( ) 9 「 装 飾 古 墳 モニタ リ ン グ の 一 方 法 一 土 色
計を用いた装飾｢1 . I ･墳彩色の変化から- ｣『熊本県立装飾古墳
館 研 究 紀 要 』 輔 8 集

※4○池 l l l l l l ' | 5 ･ * / j津信明・堀u_ | f ' , !仁・森本哲郎・池| ﾉ ､ l克
史・林l1 l l l l人・ l l i j lⅡ真山- f 20 ( ) 8「三次元, i l ･測を用いた装
飾古墳製作T I1I!の研究一熊本市千余llll fﾅ埴の事例一｣『|と1
本文化財科'7冒会第23大会発表資料集』
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※5 池ul川生編2009「茨城県の装飾古墳～雌借|M1命が過し
たもの～｣『装飾古墳の肚界シリーズ(8)、|尻成21年度後期企
l呵展』熊本県立装飾｢LI-埴鮪

※6  iulll l l i l生･橋本英俊2()()9｢宮'崎県・熊本ﾘi↓における亦
色餓料.の見え（研究ノート）～地下式l;III(穴唯・装飾古墳の
測色仙について～」『宮lll秘↓立酋都原考古|!M物館研究紀嬰』
第5 }ナ

※7本l11 )'t子2002「砦il.1-資料としての赤色顔料一弥生時代
から!' 1-jfill､f代の色一」『保存科学研究集会2()()2古代の色』
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V ま と め

今回の洲査は、将来の遺跡整備に|際し遺構露出
展示資料の収集を目的として実施したものである。
第1調査区では竪穴住居跡と共に道路状遺構が

検出されたため、全体的に掘り下げを行わなかっ
た。特に土器溜めが2箇所で検出されたが、大型
の二重'二|縁壺を主体に長方形の範囲で遺物が堆積
しており、祭祀土坑の可能性も高い。これらは将
来の露出展示に利用すればとの配慮から、出土状
況の実測と写真撮影のみ行い、遺物の取り上げは
行わなかった。
第2洲査区では遺跡を取り囲む環濠の存在につ

いて確認を行ったが、調査区内では検出に至らな
かった。おそらく、北側の方保田川の流れが、台
地全体に対する外堀の機能性を持っており、あえ
て環濠が必要ではなかったと思われた。柵列等は
傾斜面及び裾部に存在する可能性も残している。
いずれにしても今後の課題である。

このほか、竪穴住居跡も重なり合っていたが、
掘り下げをしなかったため切り合い関係を確認で
きないまま終わってしまった。中途半端な感じを
否めないが、将来の整備に資するために取った措
置である。
遺物は特徴的なものとして、赤色顔料精製に関

する資料がまとまって I l I土していることである。
ベンガラで赤く染まった石杵は、全国的にも類例
が無く、貴重な資料である。共伴する遺物から、
遺跡内に於ける赤色顔料精製用の生産エリアとし
て庄| ﾉ 1期から布留期にかけて利用されていたこと
が推察される。

方保田東原遺跡における遺構の残存状況は、範
囲はもとより時間的な幅も広いことがこれまでの
調査で｢ ﾘ1らかになっている。そのため、生活の場
としての居住区域、生産の場としての小鍛冶遺構
と土器焼成遺構、祭祀遺構、墓域としての甕棺墓
木棺墓 土坑墓等が確認されているが、遺構その
ものが重複し、複雑に広がっている。このほか首
長の居住地や墓地、水 l l l n の確認等今後の課題も
山積している。

Ⅵ補遺（第74図）
ここでは、かつて方保Ⅲ東原遺跡における報告

書を刊行したものから、もれていた資料を紹介する，
335から512は平成3年に個人住宅建設に伴う発

掘調査を実施したが、方保田 3 2 - 2 番地から出土
した遺物である。報告書は山鹿市立博物館調査報
告書第12集「方保田東原遺跡」1 992で、報告する
際に漏れていたものである。



享恥蝿

騨 雷』

543
6 1 J

グ

O 5 c m
l ． ‘ ， ． I
I l I I I I

536

538

蕊』グ
R Q q
u 暫 晋

’

I

’

O 1 0 c m
l                                   l
「一一'一一一「̅一T    I    I                      I

540

542

e

544

第 7 4 図 補 遺 分 遣 物 実 測 図

547

- 8 8 -

ｎＣＯ
・

０
１
１
．



月35から338は3号溝出土で、539から512は遺構
に伴わない遺物である。
335はほぼ完形品で、小型丸底壷のようである

が、口縁部が短いため小型の鉢とした。土師質の
特徴を示す赤褐色の色彩である。

5 3 6は碗状の鉢である。口縁部の一部を欠いて
いる程度でほぼ完形品である。5 3 7も完形品の甑
である。尖底に1個の孔を穿っている。538はl l111
付の鉢である。に I縁部の一部を欠いている。539
も脚付鉢である。脚の大半を欠いているが、 l l l l lは
小さく3個の孔を穿って透かしとしている。5 1 ( )
は壷の底部片であるが、内面に朱を残している。
ハケ目の窪みに鮮やかな朱を残したものである。
3 1 1は手握ねのミニチュアの鉢である。器壁も厚
く表面には雛が多く見られる。54 2もミニチュア
の壷である。底部は小さな平底となっている。
3 1 3は平成 2年度のサンチェリーエ業増築工事

に伴う洲査で出土した資料で、昨年刊行した山鹿
市文化財洲査報告書第8集「方保田東原遺跡11」
(2009年2ノ l )に収録しなければならなかったが、

l l l鹿市城所在の梅迫遺跡報告書作成の|際梅迫Ⅱ|土
の土製品との比較を行った時に比較検討する |際混
入していたため、報告できなかった。

E - 2 区内の 4号溝上層部からの出土である。
四肢動物の土製品で、胸部から臂部までの破片で、
後ろ足も欠いている。頭部を欠いているため動物
の種類については判 |新が厳しいが、現状では犬の
様でもある。胎土は縄文土器に似ているので、縄
文時代の犬の土製品であろう。
3 1 1は平成 3年山鹿市在住の陶芸家五島竜山氏

が子供と共に発掘調査現場見学に来た|際に畑から
採集した資料である。ご本人に採集した場所の確
認を行った結果、第1調査区東側のj < I Hで111番地
辺りの1< l l lであることが判明した。資料はきのこ状
の土製l･ | I I I 1で端部に1個の孔が穿ってある。した
がって紐を通して吊り下げることを意識しており、
鐸形土製品の舌であろう。長さ4. 27clll，'|1M2. 1 5cI']、
重さ11. 29を測る。

5 1 5は方保田東原遺跡調査の際に出土し、石材
に線刻が存在するところから、調査期間中に市立
博物館で展示したが、展示期間が長期に亘ったため、
調査年度や、場所を特定することができなかった。

安 ' | |岩の礫で、1面には鋭利な刃物で4～5 c l 1 l
から7 cm程度の長さに直線が刻まれている。線刻
は太い線で幅2 111m、深さ2Ⅲ､。細い線はIIJH、深さ
も() .35ⅢⅢ程度であり、線によっては直角になるも
のも見られるが、絵画的な要素は観察できなかっ
た。このため、鉄器の刃部を調整するためのもの
か、祭j l i u行為による呪術的な行為によるものか断
定できなかった。裏面には中央部に敲打による窪

み が 残 って い る 。 （ 中 村 ）
316と5-17は平成12年度の下水道工事(8工区）

7～ 8区において出土した。本報告は l l l 鹿 市文化
財調査報告書第1()集『方保田東原遺跡』12 (20( )9
年刊行）第3章第5節に掲載している（19～5L1頁）
どちらも出土遣構などの詳細は不明である。5 1 6
はほぼ完形の黒色土器坏、内外 l i ' l i に黒色処理とへ
ラ磨きを施す。547はほぼ完形の土|'l11i器坏。

（宮|||奇歩）

Ⅶ あ と が き

山鹿市には方保田東原遺跡をはじめ、装飾古墳
群や大和朝廷の築いた古代山城の鞠智城跡 国衆
一撲の舞台となった中世山城や近代の街道周辺の
歴史的町並み等 貴重な文化遺産が豊富に散在す
る。教育委員会では、弥生時代から古墳時代にか
けての方保田東原遺跡の発展がこれら文化遺産の
原点と位置づけ、その意義の普及啓発に努めてい
る。その一環として、これまで方保田東原遺跡を
題材とした歴史講座や講演会、発掘調査体験教室
等を開催しているところである。

また、保育園や小学校、公民館などの地元関係
者や文化財愛護団体と連携して、遺跡公園を舞台
としたイベント等を開催することで、遺跡の意義
について理解を深めていただくよう努めている。
イベントの例としては、周辺の水田で古代米とも
呼ばれる黒米・赤米を参加者の手で田植えして刈
り取り、餅つきやおにぎりで味わう古代米栽培体
験教室、畑地で景観美化も兼ねたヒマワリ畑作り
のための種まき体験 芝生広場では子供たちが手
作りした紙パック製ランタンのキャンドルを灯し
て遺跡を照らし出すランタンフェスティバルなど
がある。これらのイベント開催にあたっては、多
くの市民の協力をいただいており、深く感謝する
次第である。
現在、方保田東原遺跡は史跡指定範囲の一部を

公園として整備しており、地域住民のウォーキン
グやグラウンドゴルフ等に利用されている。今後
も市民と協働で当遺跡の保護と活用をいっそう推
進することで誰もが訪れやすい史跡公園を目指し
郷土の歴史に誇りを持てる人づくりに取り組みた
いと考えている。（教育委員会）
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1 調査地遠景

P L 1

2 第 1 調査区作業風景

3 1 ． 3 号 住 居 跡

1 0 5 -



P L 2

I 1 ～ 3 号 住居跡

2 3号住居跡

l ( ) 6 -

3 3 号 住居跡遺物
出土状況



I 十:器溜め1 全景

P L 3

2 土器溜め1 近景

3 土器溜め1 大型壺

＝

1 0 7 -

通
鐘

篭

鰯



P L 4

十 胃器溜め 2 部分

2 十 器 溜 め 2 部 分

- 1 0 8

3 第 1 調 査 区 遺 構
検出状況

Ｉ



1 1号住居跡出十遺物（3）

2 1号住居跡出土遺物（4）

5 2号住居跡出土遺物（21）

3 1号住居跡出土遺物（13）

P L 5

6 2号住居跡出土遺物（22）

4 2 号

7 2号住居跡出土遺物（23）

8 2号住居跡出土遺物（24）

l O 9



P L 6

1 3号住居跡出十遺物（27） 4 3号住居跡出土遺物（30）

2 3号住居跡出土遺物（28）

5 3号住居跡出土遺物（31）

3 3号住居跡出十遺物（29）

6 3号住居跡出土遺物（32）

3号住居跡出土遺物（33）
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1 3号住居跡出土遺物（35）

2 3号住居跡出土遺物（37）

、～_一〆写

5 3号住居跡出十遺物（41）

3 3号住居跡出土遺物（39）

P L 7

6 3号住居跡出土遺物（44）

4 3号住居跡出土遺物（40）

7 3号住居跡出十遺物（49）

8 3

- 1 1 1 -
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P L 8

1 3号住居跡出土遺物（54）

2  1 - 2

5  1 - 2区出十遺物 ( 5 7 )

3 1 - 2 区 出 十 遺 物 ( 5 7 )
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6  1 - 2区出土遺物 ( 6 2 )
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8  1 - 3区出十遺物 ( 6 6 )
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1  1 - 4区出土遺物 ( 7 0 )

2  1 - 5区出十遺物 ( 7 2 )

4  1 - 7区出十遺物 ( 7 9 )

3    1-5区出十遺物(73)

P L 9

5  1 - 8 区出土遺物 ( 8 7 )

6  1 - 8区出土遺物 ( 8 7 )

7  1 - 8区出十遺物 ( 8 8 )

- 1 1 3 -



P L 1 0

1 Ⅱ-3区出十遺物（92）

2 Ⅱ-3区出十遺物（92）

5  11-5区出十遺物( 98)

3 Ⅱ-4区出十遺物（95）

6  11 -5区出十遺物(99)

4 Ⅱ-4区出土遺物（97）

7    11-6区出十遺物(1 00)
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1 Ⅱ-7区出十置物（102）

2 Ⅱ - 7 区 出 i 漬 物 ( 1 0 4 )

Ⅱ-7区出十遣キ勿（110）

3 1 1 - 7区出十遺物 ( 1 0 5 )
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6 Ⅱ-7F出十遺物（112）
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1 Ⅱ-8区出土遺物（118）

2 Ⅱ - 8区出十遺物 ( 1 2 0 )

5 Ⅲ-3区出士遺物（129）

3 Ⅱ-8区出土遺物（121）

6 Ⅱ1-5区出土遺物（131）

4 Ⅱ-8区出土遺物（123）

Ⅲ - 6区出十遺物 (132）

8 Ⅲ-6恢出十遺物（133）
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1 Ⅲ-6区出土遺物（134）

2Ⅲ-6区出土遺物（135）

5 Ⅲ-7区出土遺物（145）
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6 Ⅲ-8区出十遺物（146）
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3Ⅳ-4区出十遺物（156）
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4Ⅳ-6区出土遺物（159）

7 Ⅳ-6区出十遺物（162）

が

8 Ⅳ - 8区出十遺物 (164）
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1  W-8区出土遺物(166)

2  E - 2区出土遺物(169 )

5  W -3区出土遺物(186 )

3  W -1区出土遺物(173 )

P L 1 5

6  W -3区出土遺物(194 )

4  W -3区出土遺物(182 )
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1 装飾品（204）

2 軽 石 製 品 ( 2 0 7 )

5 鉄器（210）

4

3 軽 石 製 品 （ 2 0 8 ）

6 鉄器（211）

4 軽石製品（209）

7鉄器（212）

8鉄器（213）

1 2()



1 鉄器（214）

2 鉄器（21 5）

5 鉄器（21 8）

3 鉄器（21 6）

P L 1 7

6 鉄 器 ( 2 2 0 )

4 鉄器（21 7）

7 鉄器（22 1）

8 鉄器（22 2）

- 1 2 1 -
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1 石器（223）

2 石器（224）
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6 石器（239）
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1 石器（242）
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3 石 器 （ 2 4 5 ）

P L 1 9

6 石 器 （ 2 5 5 ）

4 石 器 （ 2 4 7 ）

7 石 器 (258）

8 石 器 （ 2 5 9 ）

- 1 2 3 -
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P L 2 0

1 縄文土器（261）

2 縄 文 土 器 （ 2 6 2 ）

5 縄文土器（266）

3 縄文土器（263）

6 縄文土器（270）

4 縄文土器（264）

7 縄文土器（271）

8 縄文土器（272）

- 1 2 4 -



1 第 2 調 査 区 全 景

P L21

2 遺 構 検 出 状 況

3 3 ． 6 ． 8 号 住 居 跡
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P L 2 2

2 6 号 住 居 跡

1 6 号 住 居 跡

3 4 ～ 6 号 住 居 跡
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1 10号住居跡

P L 2 3

2 1 0 号 住 居 跡

3 1 0 号 住 居 跡

1 ワ ワー L - I



P L 2 4

霧鴦毒蕊

1 10号住居跡
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q 拝 U

矩
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11号住居跡

輌

心

マ

蕊
撒蕊

- 1 2 8 -

̅

3 B - 5 区 遺 物
出土状況



1 1号住居跡出土遺物（274） 5 3号住居跡出土遺物（280）

3 1号住居跡出十遺物（275）

P L 2 5

6 3号住居跡出十遺物‘(282）

4

7 3号住居跡出土遺物（283）

蝋,'恥

8 3号住居跡出土遺物（284）
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1 3号住居跡出士遺物（285）

2 3号住居跡出十遺物（286）

5 3号住居跡出土遺物（289）

I 3 3号住居跡出土遺物（287）

6 3号住居跡出士遺物（290）

”

4 3号住居跡出土遺物（288）

7 3号住居跡出土遺物（291）

I 山 L I い
- '団

8 3号住居跡出土遺物（291）

1 3 0



1 4 号

2 5号住居跡出十遺物（298）

5 6号住居跡出土遺物（300）

3 6号住居跡出土遺物（299）

P L 2 7

6 6号住居跡出土遺物（301）

̅

7 6号住居跡出土遺物（304）

剛 '

8 6号住居跡出土遺物（305）

｣
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2 8号住居跡出十遺物（312）

5 8号住居跡出土遺物（318）

3 8号住居跡出十遺物（316）

6 9号住居跡出土遺物（321）

L , ハ Ⅶ
' 1 ， J , ’

, ” * 噛蝿穐
岬 , ､ 1 画 1 ,

4

7 9号住居跡出十遺物（324）
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1 9号住居跡出十遺物（325）

住居跡出土遺物（325）

5 9号住居跡出士遺物 ( 3 3 0 )

3 9

P L 2 9

篭

6 9号住居跡出土遺物（331）

貼 継 ' ' w 』 劉 晉 , ̅ - ' 鐘 『 ' ' , I ' , 畿 漣 $ , 醗 蒋 瞬 辮 ‘ 咄 啄 影 ' 踵 聴 …

4 9号住居跡出土遺物（327）

7 9号住居跡出土遺物（332）
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2 9号住居跡出土遺物（336）

510号住居跡出土遺物（346）

3 9号住居跡出土這物( 3 4 0 )

610号住居跡出土遺物（347）

4 9号住居跡出土遺物（345）

710号住居跡出十遺物（350）

810号住居跡出土遺物（352）

1 3 4 -
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2 10号住居跡出十遺物（356）

5 1 0号住居跡出土遺物 ( 3 6 3 )

310号住居跡出十遺物（358）

P L31

610号住居跡出十遺物（364）

410号住居跡出土遺物（362）

710号住居跡出土遺物（366）

810号住居跡出土遺物（368）
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110号住居跡出十遺物（371）

210号住居跡出土遺物（372）

511号住居跡出土遺物（380）

310号住居跡出士遺物（374）

611号住居跡出土遺物（384）

410号住居跡出土遺物（375）

711号住居跡出士漬物（385）

8 1 1 号 住 居跡出土遺物（385）
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111号住居跡出十遺物（386）

豚､
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号住居跡出土遺物(386)" ,'l
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511号住居跡出十遺物 ( 3 9 0 )

騨 懸 蕊
f､樫.R蕊

両

乳 も

! ､ 番

F

昇

塔

I

11号住居跡出士漬物（388）
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懲蝋

11号住居跡出十遺物（399）

蕊巍
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411号住居跡出土遺物（389）

711号住居跡出土遺物 ( 4 0 3 )

#

8 1 1号住居跡出十遺物 ( 4 0 4 )
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P L 3 4

1  A - 1区出土遺物 ( 4 0 5 ) ”

2  A - 1灰出十遺物(406 )

5  A - 2区出土遺物(411 )

3  A - 1区出十遺物(407 )

6  A-2区出十遺物(41 2)

4  A - 1区出土遺物(409 )

7  A - 2区出十遺物(413 )

8  A - 2区出土遺物(414 )

1 3 8 -
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1  A - 3区出十遺物(422 )

2  A - 5区出土遺物(423 )

5  B - 4区出土遺物(431 )

A - 7 区 出 遺 物

P L 3 5

6  B - 4区出土遺物(432 )

(424）

4  A - 8区出十遺物(428 )

7  B - 5区出十遺物(433 )

8

1 3 9
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1 B - 5 区 出 土 遺 物 ( 4 3 4 )

2  B - 5区出十遺物(436 )

5  B - 5 I ヌ出 r遺物（440）

3  B - 5区出十遺物(437 )

6  B - 5区出十遺物(441 )

4  B - 5区出十遺物(438 )

7  B - 5区出土遺物(442 )

8  B - 5 F出十遺物 ( 4 4 2 )

1 4 0



1  B - 5区出十遺物(445 )

2    B-5区出十遺物(446)

5  B - 5区出十遺物(449 )

3    B-5区出十遺物(447)

P L 3 7

， 1 , , ゴ ､
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6  B - 5区出士遺物(450 )

4 B - 5 区出十遺物 (448） 8  B - 5区出土遺物(451 )
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1  B - 5区出士置物(452 )

2  B - 5区出土遺物(453 )

5    B-5区出十遺物(454)

3  B - 5区出十漬物(454 )

6  B-5I又出十遺物 (454)

4 B - 5 区出土遺物 ( 4 5 4 )

7  B - 5区出十遺物(454 )

8 B-5区出十遺物（455）
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1    B-5区出十遺物(456)
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P L 3 9

6一括遺物（462）
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1 一括遺物(468）

2 一括遺物（469）

5 一括遺物（477）

3一括遺物（471）

6 一括遺物（478）

… 華 酎 ､ … 四 百 写 2 -

4 一括遺物（472）

7 一括遺物（480）

… 臼

8 一括遺物（481）
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1 特 殊遺物 (483）

2 特 殊 遺 物 (4

5 特殊遺物（486）

83）

3特殊遺物（484）

P L41

6 特殊遺物（490）

4特殊遺物（485）

門

7 特殊遺物（491）

8特殊遺物（492）
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1 特殊遺物（495）

2 特殊遺物（496）

5 石 器 （ 5 0 2 ）

3 石器（50 1）

6 石 器 （ 5 0 3 ）

4 石 器 （ 5 0 1 ）

印 ' ‘ 鞠 I , ､

7ガラス小玉(504～507 )
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8 鉄器（50 8）
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1 鉄器（509）

2 鉄器（510）

5 鉄器（513）

3 鉄器（51 1）

P L 4 3

6 鉄器（51 4）

4 鉄 器 （ 5 1 2 ）

鉄器（515）

8 鉄 器 （ 5 1 6 ）
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1遺構に伴わない遺物（517）

2 遺構に伴わない遺物（518）

5 遺構に伴わない遺物（523）

3 遺構に伴わない遺物（519）

6 遺構に伴わない遺物（526）

4 遺構に伴わない遺物（520）

7 古 銭 （ 5 2 9 ）

8 縄文土器（530）
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1 縄文土器（531）

2 縄文土器（532）

5 補遺の遺物（536）

3 縄文土器（534）

P L 4 5

6 補遺の遺物（537）

4 補遺の遺物（535）

諏 錘 m H

7 補遺の遺物（538）
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8 補遺の遺物（539）

1 4 9 -



P L 4 6

1補遺の遺物（540）

2 補遺の遺物（541）

5 補遺の遺物（544）

L 1 ' 吾 誠

吟 用 p 画 で 蝋

3 補遺の遺物（542）

6補遺の遺物（545）
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4 補遺の遺物（543）
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正誤表
『方保田東原遺跡（13）』　山鹿市文化財調査報告書　第11集　熊本県山鹿市教育委員会2010年

本文中
頁 左右 行 図 番 誤 正
5 第2図 （図中に⑧表記無し） （大道小学校敷地内が⑧）
23 左 5 小型の鉢の破片である。 91は小型の鉢の破片である。
23 左 43 112から117は土師器の… 112から116は土師器の…
59 5 (4)6号住居跡（第43図） (4)6号住居跡（第41図）
68 右 14 388から399は 388から390は
72 左 8 424は脚付鉢の脚部である。 424は器台の下半である。

土器観察表
頁 遺物番号 誤 正

粘土・混入物 胎土・混入物
器種 器種又は遺物名
器種：赤色顔料付着鉢 器種：壺

備考：全体に摩耗している

40 023 口径：13.4 口径：9.5
41 045 黒班：無　　　　煤：有 黒班：有　　　煤：無
41 047 047 048
41 048 048 047
42 050 黒斑：有　　　　煤：無 黒斑：無　　　　煤：有
42 057 器種：不明土器 器種：釣鐘状土器？
42 061 器種：坏　土師器 器種：碗　土師器
42 062 器種：坏　土師器 器種：碗　土師器
42 065 器種：坏　土師器 器種：碗　土師器
42 066 器種：坏　土師器 器種：碗　土師器
43 074 器種：鉢 器種：碗　土師器
43 080 器種：鉢 器種：小型丸底壺
43 085 器種：器台 器種：高坏
44 115 器種：壺　土師器 器種：甕　土師器
44 116 器種：壺　土師器 器種：甕　土師器
45 123 器種：器台？ 器種：支脚
45 132 器種：鉢 器種：小形丸底壺
45 133 器種：鉢 器種：小形丸底壺
45 139 遺構名：遺構外Ⅱ区 遺構名：遺構外Ⅲ区
45 142 器種：ミニチュア土器　鉢 器種：小形丸底壺
46 145 器種：高坏　　遺構名：遺構外W-1 器種：台付鉢　　

46 151 遺構名：Ⅳ-1　　備考：記載内容削除

46 159 器種：ミニチュア土器　鉢 器種：ミニチュア土器　壺
46 164 黒班：有　　煤：無 黒班：無　　煤：有
47 169 遺構名：遺構外E-3 遺構名：遺構外E-2
47 172 器種：坏椀 器種：坏蓋
47 177 器種：器台 器種：器台？
47 180 器種：何かの脚台 器種：土師器　移動式竈？
47 186 器種：ジョッキ形 器種：笠形土製品
47 191 器種：ミニチュア土器　台付鉢 器種：ミニチュア土器　高坏
47 196 器種：甑 器種：甕　土師器
47 198 器種：椀　須恵器 器種：坏　須恵器
47 206 遺物名：不明土製品 遺物名：土製勾玉
47 209 遺物名：浮子 遺物名：軽石製品
47 212 遺物名：鉋 遺物名：鉇
47 214 遺物名：鉄鏃 遺物名：三角鉄片
49 218 遺物名：鉄鎌 遺物名：手鎌
49 219 遺物名：棒状鉄製品 遺物名：不明鉄器
49 220 遺物名：鉄製品 遺物名：鉄挺
49 221 遺物名：板状鉄 遺物名：手鎌
49 222 遺物名：板状鉄 遺物名：鉄挺
49 225 遺物名：石包丁 遺物名：石包丁　未成品
49 225 遺物名：石包丁 遺物名：石包丁　未成品
49 230 遺物名：挟入柱状片刃石斧 遺物名：抉入柱状片刃石斧
49 231 遺物名：磨製石器 遺物名：抉入柱状片刃石斧
50 246 遺物名：砥石 遺物名：石杵？
50 248 遺物名：台石 遺物名：石皿
50 247 煤：- 煤：有
50 249 遺物名：台石・砥石？ 遺物名：石皿

備考：全体に摩耗している　　外面に
ベンガラ付着

40 006

遺構名：遺構外W-1　備考：内器面に
赤色顔料が薄く見える

40～51、
92～102

表見出し



土器観察表
頁 遺物番号 誤 正
50 252 遺物名：台石 遺物名：石皿
50 253 遺物名：擦り石？ 遺物名：石杵
50 258 備考：緑色片岩 備考：変成岩
50 259 備考：緑色片岩 備考：変成岩
50 263 遺構名：遺構外Ⅱ区 遺構名：遺構外Ⅲ区
50 265 遺構名：遺構外 遺構名：遺構外Ⅲ・Ⅳ区
50 272 器種：縄文土器　深鉢 器種：縄文土器　高坏？
92 275 器種：壺 器種：不明（絵画土器）
92 288 器種：小形丸底壺 器種：鉢
93 307 器種：青磁椀 器種：青磁碗
93 310 器種：甑 器種：甕
94 323 器種：甕棺 器種：台付甕
94 331 備考：内器面全体に赤色顔料付着 備考：記載内容削除
95 354 器種：甕 器種：壺
95 358 器種：坏 器種：鉢
95 359 器種：坏 器種：鉢
96 372 器種：器台 器種：台付鉢　　
96 382 備考：内器面全体に赤色顔料付着 備考：記載内容削除
96 385 器種：壺 器種：甕
96 389 器種：小形壺 器種：小形丸底壺
97 394・395・397 誤記多数 下表と差し替え
97 404 遺構名：一括 遺構名：11号住
97 409 器種：鉢（土師器） 器種：小形丸底壺
97 410 遺構名：一括 遺構名：A-2
97 411 器種：小形丸底壺 器種：小形壺
97 412 器種：鉢（土師器） 器種：小形丸底壺
98 425 器種：高坏 器種：台付甕
98 428 器種：鉢（土師器） 器種：小形丸底壺
98 435 遺構名：遺構外 遺構名：B-5
98 437 遺構名：遺構外 遺構名：B-5
98 439 器種：壺 器種：甕
98 441 遺構名：遺構外 遺構名：B-5
99 442 遺構名：遺構外 遺構名：B-5
99 444～452 遺構名：遺構外 遺構名：B-5
99 446 器種：坏（土師器） 器種：鉢（土師器）
99 453 Ｐ番号：　232 Ｐ番号：　252
99 454～459 遺構名：遺構外 遺構名：B-5
99 461 器種：壺 器種：甕
100 469 器種：坏 器種：鉢
100 470 器種：坏 器種：鉢（古式土師器）
100 471 器種：坏 器種：鉢（古式土師器）
100 472 器種：坏 器種：鉢（古式土師器）
100 477 遺構名：トレンチ内南西 遺構名：トレンチ内南
100 483 器種：三足鍋 器種：土製品（把手？）
101 492 器種：把手 器種：柄
101 493 部位：ほぼ完形 部位：破片
101 494 部位：破片 部位：ほぼ完形
101 509 遺物名：手鎌 遺物名：鎌
101 513 部位：破片 部位：完形
102 518 遺物名：鑿 遺物名：鉄片
102 519 遺物名：鉄 遺物名：鉄片
102 522 遺物名：棒状鉄 遺物名：釘状鉄
102 524 遺物名：釘状鉄 遺物名：針状鉄
102 525 遺物名：棒状鉄 遺物名：鉄片
102 527 遺物名：棒状鉄 遺物名：鉄鏃
102 528 遺物名：鉄鏃 遺物名：棒状鉄

差し替え表
遺物番号 図№ 枝版 遺構名P番号 器種 口径 器高 胎土 混入物 焼成 黒斑 煤

394 060 2 11住 368 鉢 (12.7) 5.1 良 有 無

395 060 3 11住 366 鉢 (15.0) (7.6) 良好 有 無

397 060 4 11住 284 鉢 不明 不明 良好 有 無

部位 色調 外面調整

口縁 -底部
10 YR5/8

赤色
長石・赤褐
色粒

不明瞭
-ヘラ調整

摩滅している為
不明瞭

10 YR7/1
灰白色

長石・角閃
石・赤褐色
粒・雲母

摩滅している為
不明瞭

ナデ

内面調整 備考

被熱により色調が
赤変している

胴部-底部
2.5 YR6/6

橙色

長石・石英・
角閃石・赤
褐色粒

摩滅している為
不明瞭

ハケ-ナデ
外器面が被熱して
いる

口縁-底部
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この電子書籍は、『山鹿市文化財調査報告第 11 集 方保田東原遺跡 13』を底本

として作成しました。閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合に

は底本から引用してください。 

底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図書

館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用方法は、

直接、各施設にお問い合わせください。 

なお、平成 17 年（2005）に山鹿市、鹿北町、菊鹿町、鹿本町、鹿央町が合併し山

鹿市となりました。調査記録及び出土遺物は、山鹿市教育委員会が保管しています。 

 

書名：山鹿市文化財調査報告第 11 集 方保田東原遺跡 13 

発行：山鹿市教育委員会 

 

 〒861-0592 熊本県山鹿市山鹿 987 番 3 

 電話： 0968-43-1651 

 URL：https://www.city.yamaga.kumamoto.jp/ 

 

電子書籍制作日：2025 年６月 19 日 


